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序 

  

中
島
敦
（
明
治
四
十
二
年
五
月
～
昭
和
十
七
年
十
二
月
）
は
東
大
国
文
科
を
へ
て
教
職
に
つ
き
、
か
た

わ
ら
英
文
学
、
中
国
文
学
を
研
究
し
た
。
父
祖
伝
来
の
漢
学
の
教
養
に
そ
の
広
い
読
書
か
ら
得
た
独
自
の

近
代
的
憂
愁
を
加
味
し
て
、
知
識
人
の
宿
命
、
孤
独
を
表
現
し
た
作
家
で
、
彼
の
出
現
は
戦
時
の
空
白
時

代
の
文
壇
の
思
い
が
け
ぬ
収
穫
と
し
て
多
く
の
批
評
家
や
作
家
の
賞
讃
を
博
し
た
。
だ
が
、
中
島
敦
は
喘

息
の
た
め
に
急
逝
し
た
こ
と
は
今
日
も
な
お
惜
し
ま
れ
て
い
る
。
中
島
敦
の
代
表
作
は
「
山
月
記
」
、「
李

陵
」、「
弟
子
」
、「
光
と
風
と
夢
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
の
短
編
小
説
「
山
月
記
」
は
昭
和
十
七
年
二
月

『
文
学
界
』
に
、
短
編
「
文
字
禍
」
と
と
も
に
『
古
譚
』
と
い
う
総
題
の
下
に
載
る
。
同
年
七
月
、
筑
摩

書
房
刊
『
光
と
風
と
夢
』
に
収
録
さ
れ
、
中
島
敦
の
デ
ビ
ュ
ー
を
告
げ
る
作
品
と
な
っ
た
。
前
記
二
編
の

ほ
か
「
狐
憑
」「
木
乃
伊
」
を
あ
わ
せ
全
四
編
で
『
古
譚
』
を
形
成
す
る
。
戦
後
、
「
山
月
記
」
は
釘
本
久

春
、
西
尾
実
に
よ
っ
て
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
に
初
め
て
収
録
さ
れ
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
全
種
の
教
科

書
に
必
ず
と
い
う
ほ
ど
採
用
さ
れ
て
い
る
し
、
各
種
の
文
庫
に
も
、
現
代
文
学
の
領
域
を
持
っ
た
も
の
に

は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
る
。 

 

「
山
月
記
」
は
中
島
敦
が
中
国
唐
代
小
説
「
人
虎
伝
」
に
よ
っ
て
、
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で

「
人
虎
伝
」
の
よ
う
な
人
間
が
動
物
に
変
身
す
る
物
語
が
少
な
く
な
い
が
、「
人
虎
伝
」
は
変
身
物
語
の
中

で
は
無
名
な
小
説
で
あ
る
。
な
ぜ
中
国
で
無
名
な
小
説
が
日
本
に
翻
案
さ
せ
て
有
名
に
な
る
か
、
ま
た
、

中
島
敦
は
ど
う
や
っ
て
「
山
月
記
」
を
創
作
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
中

島
敦
の
「
山
月
記
」
を
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
で
は
唐
代
の
李
景
亮
の
「
人
虎
伝
」
と
中
島
敦
の

「
山
月
記
」
の
原
文
を
比
較
し
つ
つ
、
中
島
敦
の
創
作
方
法
や
特
徴
を
取
り
上
げ
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章
で
は
中
島
敦
自
身
の
姿
が
投
影
さ
れ
た
李
徴
は
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭

部
分
と
李
徴
と
袁
傪
の
出
会
い
の
描
写
を
比
較
し
て
、
中
島
敦
は
ど
う
や
っ
て
自
分
自
身
が
李
徴
に
投
影

し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
二
章
で
は
詩
に
執
着
す
る
李
徴
を
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李

徴
が
虎
に
変
身
す
る
経
過
を
告
白
す
る
場
面
と
李
徴
が
袁
傪
に
詩
を
託
す
場
面
を
比
較
し
て
、
詩
に
執
着

す
る
李
徴
像
を
取
り
上
げ
た
い
。
第
三
章
で
は
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
理
由

を
告
白
す
る
場
面
と
李
徴
が
袁
傪
に
妻
子
の
こ
と
を
託
す
場
面
、
及
び
、
最
後
の
二
人
の
別
れ
の
場
面
を

比
較
し
て
、
虎
に
な
っ
た
李
徴
の
孤
独
や
悲
劇
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

「
山
月
記
」
を
発
表
し
て
以
来
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、「
山
月
記
」
に
関
す
る
先
行
研
究

の
数
は
膨
大
で
あ
る
。 

 

「
山
月
記
」
に
つ
い
て
佐
々
木
充
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

「
山
月
記
」
が
真
に
生
き
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
す
で
に
、「
臆

病
な
自
尊
心
・
尊
大
な
羞
恥
心
」
と
い
う
も
の
の
働
く
余
地
は
極
く
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
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的
「
自
我
」
論
は
、
こ
の
短
編
の
小
部
分
を
照
し
出
す
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
「
変
身
」
と
い
う
古

代
的
モ
メ
ン
ト
が
、「
人
虎
伝
」
に
お
け
る
た
ん
な
る
奇
異
性
と
し
て
で
は
な
く
、
「
無
限
」
に
近
づ

こ
う
と
す
る
人
間
執
念
の
形
象
と
し
て
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
李
徴
の
悲
劇
は

彼
一
人
の
上
の
こ
と
で
は
あ
り
え
な
い
。
人
間
が
「
生
き
る
」
と
は
、
つ
ね
に
「
無
限
」
に
い
き
つ

づ
け
る
こ
と
へ
の
願
望
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
原
始
人
の
生
へ
の
憟
き
に
始
ま
り
人
間
と
と

も
に
存
在
し
つ
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る

注

一

。 

 

山
本
周
子
氏
は
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
比
較
及
び
「
山
月
記
」
の
中
の
李
徴
の
告
白
部
分
を
中

心
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

中
島
は
「
存
在
の
不
安
」
に
対
し
て
文
学
を
、
つ
ま
り
は
作
家
的
自
我
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
、
こ
こ
で
は
前
面
に
押
し
出
し
て
は
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
如
く
、
中
島
の
投
影
で
あ
る
李
徴
の
内
面
を
探
っ
て
い
く
と
、
こ
の
姿

勢
は
「
狼
疾
記
」「
か
め
れ
お
ん
日
記
」
二
篇
よ
り
明
ら
か
に
一
歩
、
前
に
ふ
み
出
さ
れ
て
い
る
。“
作

家
的
自
我
”
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
貫
き
通
し
た
人
物
、
ツ
シ
タ
ラ
＝
物
語
作
家
の
名

を
与
え
ら
れ
た
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
ン
を
描
き
、
自
ら
の
生
と
照
ら
し
合
わ
す
こ
と
が
既
に
試
み
ら
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
ン
的
な
生
を
己
れ
の
側
に
た
ぐ
り
寄
せ
て
自
ら
の
そ
れ
を

比
べ
て
み
た
時
、
自
ら
に
足
り
な
い
も
の
を
痛
感
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
不
足
が
何
で
あ
る

の
か
を
「
山
月
記
」
に
お
い
て
数
回
に
わ
た
る
自
己
否
定
を
行
う
李
徴
を
通
し
て
確
認
を
得
よ
う
と

し
た
。
そ
の
内
面
の
ド
ラ
マ
が
「
山
月
記
」
と
い
う
作
品
に
定
着
し
た
と
言
え
よ
う

注

二

。 

ま
た
、
藤
村
猛
氏
は
「
山
月
記
」
に
お
け
る
原
典
改
変
や
告
白
内
部
の
食
い
違
い
を
考
え
る
と
、
中
島

は
自
分
の
弱
さ
の
み
な
ら
ず
作
家
へ
の
執
念
を
も
、
李
徴
に
増
幅
し
て
投
影
し
た
と
考
え
て
良
か
ろ
う
と

も
の
べ
て
い
る

注

三

。 

 

平
林
文
雄
氏
は
そ
の
素
材
の
枠
は
そ
の
ま
ま
借
用
し
な
が
ら
も
、
中
島
敦
は
そ
れ
を
自
分
自
身
の
も
の

と
な
し
き
っ
て
、
そ
の
中
に
詩
人
存
在
の
運
命
の
悲
し
さ
、
芸
術
に
囚
わ
れ
た
も
の
の
狂
気
と
い
う
、
今

ま
で
描
か
れ
る
べ
く
し
て
描
か
れ
得
な
か
っ
た
芸
術
家
自
身
に
よ
る
芸
術
家
の
心
情
の
告
白
と
い
う
芸
術

上
の
大
き
な
課
題
が
、
渾
然
た
る
作
品
に
結
晶
し
、
見
事
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

注

四

。 

 

以
上
、
膨
大
な
先
行
研
究
の
中
か
ら
、
論
考
を
挙
げ
、「
人
虎
伝
」
と
の
比
較
や
、
中
島
敦
の
執
念
な
ど

の
視
点
か
ら
様
々
な
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自

分
な
り
に
考
察
し
、「
山
月
記
」
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
『
中
島
敦
全
集 

第
一
巻
』 

筑
摩
書
房
（
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
）
に
よ
っ
た

が
、
引
用
は
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
た
。 

 

注
一 

佐
々
木
充 

「
山
月
記
」
―
存
在
の
深
淵
― 

（『
中
島
敦
「
山
月
記
」
作
品
論
集 

近
代
文
学
作
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品
論
集
十
』
収
録
） 

ク
レ
ス
出
版 

二
〇
〇
一
年
十
月
二
十
五
日 

注
二 
山
本
周
子 

中
島
敦
「
山
月
記
」
考 

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
（
二
十
九
） 

二
松
学
舎
大
学

人
文
学
会 

一
九
八
四
年 

注
三 

藤
村
猛 
『
中
島
敦
研
究
』 

溪
水
社 

平
成
十
年
十
二
月 

注
四 

平
林
文
雄 

『
中
島
敦 

注
釈
鑑
賞
研
究
』 

和
泉
書
院 

二
〇
〇
三
年
三
月 
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第
一
章
人
物
の
設
定
と
出
会
い 

第
一
節 
冒
頭
部
分
の
設
定
と
意
味 

 

中
島
敦
の
短
編
小
説
「
山
月
記
」
は
唐
代
李
景
亮
撰
「
人
虎
伝
」
を
典
拠
と
し
た
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ

る
。「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
を
比
較
す
る
場
合
、
「
人
虎
伝
」
の
諸
本
の
い
ず
れ
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
氷
上
英
広
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
光
と
風
と
夢
」
と
頂
戴
し
た
。
い
ま
家
中
で
読
ん
で
ゐ
る
。（
字
が
む
づ
か
し
さ
う
だ
）
山
月
記
は

漢
文
大
成
の
「
晋
唐
小
説
」
に
あ
る
も
の
だ
ら
う
。
い
つ
か
僕
も
、
小
説
に
な
ほ
そ
う
と
思
つ
て
二

三
枚
書
い
た
こ
と
が
あ
り
、
不
思
議
な
気
が
し
た

注

一

。 

 

氷
上
英
広
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
漢
文
大
成
の
「
晋
唐
小
説
」」
は
大
正
九
年
十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
『
国

訳
漢
文
大
成
』
文
学
部
第
十
二
巻
で
あ
る
。
中
島
敦
の
「
山
月
記
」
は
昭
和
十
七
年
二
月
『
文
学
界
』
に

掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
島
敦
は
『
国
訳
漢
文
大
成
』
の
「
晋
唐
小
説
」
の
「
人
虎
伝
」
を
基

に
し
て
、「
山
月
記
」
を
創
作
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

注

二

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
に
基
づ
い
て
、
本
稿

で
は
『
国
訳
漢
文
大
成
』
所
収
の
「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」
を
比
較
し
、
以
下
に
「
山
月
記
」
と
「
人

虎
伝
」
の
表
現
に
即
し
て
具
体
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

 

さ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
冒
頭
部
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

隴
西
の
李
徴
は
博
学
才
穎
、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎
榜
に
連
ね
、
つ
い
で
江
南
尉
に
補

せ
ら
れ
た
が
、
性
、
狷
介
、
自
ら
恃
む
と
こ
ろ
頗
る
厚
く
、
賤
吏
に
甘
ん
ず
る
を
潔
し
と
し
な
か
っ

た
。
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故
山
、
虢
略
に
帰
臥
し
、
人
と
交
り
を
絶
っ
て
、
ひ
た

す
ら
詩
作
に
耽
っ
た
。
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、
詩
家
と
し

て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
名
は
容
易
に
揚
ら
ず
、
生
活
は
日

を
逐
う
て
苦
し
く
な
る
。
李
徴
は
漸
く
焦
躁
に
駆
ら
れ
て
来
た
。
こ
の
頃
か
ら
其
の
容
貌
も
峭
刻
と

な
り
、
肉
落
ち
骨
秀
で
、
眼
光
の
み
徒
ら
に
炯
々
と
し
て
、
曾
て
進
士
に
登
第
し
た
頃
の
豊
頬
の
美

少
年
の
俤
は
、
何
処
に
求
め
よ
う
も
な
い
。
数
年
の
後
、
貧
窮
に
堪
え
ず
、
妻
子
の
衣
食
の
た
め
に

遂
に
節
を
屈
し
て
、
再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
こ
れ

は
、
己
の
詩
業
に
半
ば
絶
望
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
曾
て
の
同
輩
は
既
に
遥
か
高
位
に
進
み
、
彼
が

昔
、
鈍
物
と
し
て
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
そ
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
往
年

の
儁
才
李
徴
の
自
尊
心
を
如
何
に
傷
け
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
は
怏
々
と
し
て
楽
し
ま
ず
、

狂
悖
の
性
は
愈
々
抑
え
難
が
た
く
な
っ
た
。
一
年
の
後
、
公
用
で
旅
に
出
、
汝
水
の
ほ
と
り
に
宿
っ

た
時
、
遂
に
発
狂
し
た
。
或
夜
半
、
急
に
顔
色
を
変
え
て
寝
床
か
ら
起
上
る
と
、
何
か
訳
の
分
ら
ぬ

こ
と
を
叫
び
つ
つ
そ
の
ま
ま
下
に
と
び
下
り
て
、
闇
の
中
へ
駈
出
し
た
。
彼
は
二
度
と
戻
っ
て
来
な

か
っ
た
。
附
近
の
山
野
を
捜
索
し
て
も
、
何
の
手
掛
り
も
な
い
。
そ
の
後
李
徴
が
ど
う
な
っ
た
か
を
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知
る
者
は
、
誰
も
な
か
っ
た
。 

「
山
月
記
」 

 
 
 

隴
西
の
李
徴
は
皇
族
の
子
に
し
て
、
虢
略
に
家
す
。
徴
少
く
し
て
博
学
、
善
く
文
を
属
す
。
弱
冠

州
府
貢
に
従
ふ
。
時
に
名
士
と
號
す
。
天
宝
十
五
載
春
、
尚
書
右
丞
陽
元
の
榜
下
に
於
て
進
士
に
登

第
す
。
後
数
年
、
調
せ
ら
れ
て
江
南
尉
に
補
す
。
徴
性
疎
逸
、
才
を
恃
ん
で
倨
傲
な
り
。
跡
を
卑
僚

に
屈
す
る
能
は
ず
。
嘗
に
鬱
鬱
と
し
て
樂
ま
ず
。
同
舎
の
會
既
に
酣
な
る
毎
に
顧
み
て
其
群
官
に
謂

っ
て
曰
く
、
生
は
乃
ち
君
等
と
伍
を
爲
さ
ん
や
と
。
其
僚
友
咸
な
之
に
側
目
す
。
謝
秩
に
及
び
則
ち

退
き
歸
り
て
間
適
し
、
人
と
通
ぜ
ざ
る
こ
と
歳
餘
に
近
し
。
後
衣
食
に
迫
ら
れ
乃
ち
東
吳
楚
の
間
に

遊
び
、
以
て
郡
國
の
長
吏
に
干
む
。
楚
人
其
聲
を
聞
く
こ
と
固
よ
り
久
し
。
至
る
に
及
び
皆
館
を
開

い
て
以
て
俟
つ
。
宴
遊
歡
を
極
め
て
將
に
去
ら
ん
と
す
れ
ば
、
悉
く
厚
く
遺
り
て
以
て
其
囊
橐
を
實

す
。
徴
呉
楚
に
在
り
且
に
歳
餘
に
な
ら
ん
と
す
。
獲
る
所
の
饋
遺
甚
だ
多
し
。
西
虢
略
に
歸
り
未
だ

舎
に
至
ら
ず
。
汝
墳
の
逆
旅
の
中
に
於
て
忽
ち
疾
を
被
り
て
發
狂
し
、
僕
者
を
鞭
捶
つ
。
其
苦
に
勝

へ
ず
。
是
に
於
て
旬
餘
疾
益
甚
し
。
何
も
な
く
夜
狂
走
し
其
の
適
く
所
を
知
ら
ず
。
家
僮
其
の
去
を

跡
ね
て
之
を
伺
ふ
。
月
を
盡
し
て
徴
竟
に
回
ら
ず
。
是
に
於
て
僕
者
其
乘
馬
を
驅
り
其
囊
橐
を
挈
へ

て
遠
く
遁
れ
去
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
人
虎
伝
」 

 

ま
ず
、
主
人
公
の
名
前
は
い
ず
れ
も
「
隴
西
の
李
徴
」
で
あ
る
。
つ
い
で
、「
人
虎
伝
」
は
「
徴
少
く
し

て
博
学
、
善
く
文
を
属
す
」
と
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、「
山
月
記
」
は
彼
を
「
博
学
才
頴
」
と
設
定
し
て

い
る
。
多
少
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、「
山
月
記
」
は
基
本
的
に
は
「
人
虎
伝
」
を

踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
隴
西
の
李
徴
」
の
直
後
に
「
皇
族
の
子
に
し
て
」
と
の
設
定
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
山
月
記
」
で
は
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
。「
人
虎
伝
」
が
こ
と
さ
ら
に
そ
の
よ
う
に
設

定
し
て
い
る
の
は
、
富
裕
な
皇
族
に
と
っ
て
は
貧
乏
な
庶
民
よ
り
勉
強
す
る
環
境
を
作
り
や
す
か
っ
た
だ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
皇
族
は
生
活
に
困
ら
ず
、
勉
強
に
専
念
で
き
る
し
、
進
士
科
に
合
格
す
る
の
も
庶
民

よ
り
も
有
利
だ
っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
中
島
敦
は
李
徴
を
「
皇
族
の
子
」
と
し
て
で
は
な
く
、

庶
民
に
設
定
し
た
の
は
、
李
徴
が
進
士
科
に
合
格
す
る
困
難
さ
と
李
徴
の
す
ぐ
れ
た
才
能
を
強
調
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
に
続
い
て
、
「
人
虎
伝
」
で
は
「
天
宝
十
五
載
春
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
山
月
記
」
は
「
天

宝
の
末
年
」
と
物
語
の
時
間
を
設
定
す
る
か
ら
、
ほ
ぼ
原
文
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
天
宝
十
五
年
は
、
中
国
・

唐
の
玄
宗
の
治
世
に
あ
た
り
、
西
暦
で
は
七
五
六
年
で
あ
る
。 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
尚
書
右
丞
楊
元
の
榜
下
に
於
て
進
士
に
登
第
す
」
と
し
て
い
る
。「
山
月
記
」



7 

 

で
は
李
徴
を
「
若
く
し
て
名
を
虎
榜
に
連
ね
」
と
設
定
す
る
。「
人
虎
伝
」
に
比
べ
て
「
山
月
記
」
は
は
る

か
に
簡
略
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
日
本
の
読
者
た
ち
と
っ
て
は
、「
尚
書
右
丞
楊
元
の
榜
下
」

と
い
っ
た
情
報
は
、
意
味
を
成
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
時
に
表
現
を
簡
略
に
す
る
と
い

っ
た
意
図
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

続
い
て
、
「
山
月
記
」
は
「
つ
い
で
江
南
尉
に
補
せ
ら
れ
た
」
と
し
、
「
人
虎
伝
」
は
「
後
数
年
、
調
せ

ら
れ
て
江
南
尉
に
補
す
」
と
す
る
。
こ
こ
も
ほ
ぼ
原
典
を
踏
襲
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。 

と
こ
ろ
が
、
李
徴
の
性
格
を
表
す
次
の
表
現
「
性
、
狷
介
、
自
ら
恃
む
と
こ
ろ
頗
る
厚
く
」
と
す
る
「
山

月
記
」
に
対
し
て
、「
人
虎
伝
」
は
「
徴
性
疎
逸
、
才
を
恃
ん
で
倨
傲
な
り
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
注

目
す
べ
き
は
「
狷
介
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。 

「
狷
介
」
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 
 

「
狷
」
は
意
を
曲
げ
な
い
こ
と
。「
介
」
は
か
た
い
こ
と
。
自
分
の
意
志
を
か
た
く
守
っ
て
、
他
と 

 
 

妥
協
し
な
い
こ
と
。
人
と
相
い
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
狷
介
の
性
知
ら
ず
識
ら
ず
此
過
失
を 

 
 

犯
す
は
亦
止
む
を
得
ざ
る
な
り

注

三

。 

ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、「
狷
介
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 
 

自
ら
守
る
所
が
堅
く
て
他
と
和
合
し
な
い
、
片
意
地
で
他
人
と
和
同
し
な
い

注

四

。 

そ
し
て
、「
人
虎
伝
」
の
中
の
言
葉
「
疎
逸
」、「
倨
傲
」
を
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
疎
逸
」
―
荒
々
し
く
脱
俗
的
な
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま

注

五

。 

 
 

「
倨
傲
」
―
お
ご
り
た
か
ぶ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
傲
慢
。
驕
傲

注

六

。 

ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、「
倨
傲
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 
 

「
倨
傲
」
―
か
た
ぶ
り
あ
な
ど
る
。
倨
驁
。
倨
敖
。
倨
慠

注

七

。 

こ
の
二
つ
の
辞
書
に
よ
る
と
、「
倨
傲
」
は
お
ご
り
た
か
ぶ
る
こ
と
、
傲
慢
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

明
ら
か
に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
狷
介
」
は
自
分
の
意
志
を
か
た

く
守
っ
て
、
他
と
妥
協
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
は
入
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、「
山
月
記
」
に
お
け
る
李
徴
の
表
現
は
原
文
よ
り
も
李
徴
に
対
し
て
、
よ
り
肯
定
的
に
描
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

続
い
て
、
「
人
虎
伝
」
は
「
跡
を
卑
僚
に
屈
す
る
能
は
ず
」
と
し
、「
山
月
記
」
は
「
賤
吏
に
甘
ん
ず
る

を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
多
少
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
も
基
本

的
に
は
「
人
虎
伝
」
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、「
人
虎
伝
」
に
「
嘗
に
鬱
鬱
と
し
て
樂
ま
ず
。
同
舎
の
會
既
に
酣
な
る
毎
に
顧
み
て
其
群
官

に
謂
っ
て
曰
く
、
生
は
乃
ち
君
等
と
伍
を
爲
さ
ん
や
と
。
其
僚
友
咸
な
之
に
側
目
す
。」
と
い
っ
た
表
現
を

用
い
て
、「
皇
族
の
子
」
で
あ
る
李
徴
の
傲
慢
さ
と
同
僚
と
の
関
係
の
悪
さ
を
生
々
し
く
描
い
て
い
る
。
と
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こ
ろ
が
、
「
山
月
記
」
で
は
こ
れ
を
全
面
的
に
省
略
し
て
い
る
。
「
山
月
記
」
の
方
は
よ
り
簡
潔
な
表
現
で

「
詩
作
に
耽
っ
た
」
李
徴
を
造
型
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
は
「
謝
秩
に
及
び
則
ち
退
き
歸
り
て
間
適
し
、
人
と
通
ぜ
ざ
る
こ
と
歳
餘
に
近
し
」

と
し
、「
山
月
記
」
は
「
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故
山
、
虢
略
に
帰
臥
し
、
人
と
交
り
を
絶

っ
て
」
と
す
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
謝
秩
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 
 

任
期
を
満
ち
て
退
く
こ
と

注

八

。 

「
山
月
記
」
の
方
は
李
徴
が
自
分
で
官
を
や
め
る
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
が
、「
人
虎
伝
」
の
方

は
李
徴
が
任
期
を
終
え
て
か
ら
、
職
場
か
ら
身
を
引
い
た
と
読
め
る
。
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
こ
こ
は
ほ
ぼ
原
典
を
踏
襲
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
が
、「
山
月
記
」
の
方
の
李
徴
は
「
性
、
狷
介
、

自
ら
恃
む
と
こ
ろ
頗
る
厚
く
」
性
格
を
持
つ
た
め
に
、
官
職
で
う
ま
く
出
世
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

自
分
で
官
を
や
め
、「
詩
作
」
に
没
頭
し
、
詩
人
と
し
て
世
の
中
に
名
を
揚
げ
、
詩
家
と
し
て
出
世
で
き
る

の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

と
こ
ろ
が
、「
山
月
記
」
で
は
李
徴
が
官
を
退
い
た
後
、「
ひ
た
す
ら
詩
作
に
耽
っ
た
。
下
吏
と
な
っ
て

長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、
詩
家
と
し
て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺
そ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。」
と
設
定
し
て
い
る
。
一
方
の
「
人
虎
伝
」
に
は
こ
の
設
定
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
は
中

島
敦
が
創
作
し
た
部
分
で
あ
る
。
官
職
で
う
ま
く
出
世
で
き
な
か
っ
た
李
徴
を
「
詩
作
」
に
耽
っ
て
、「
詩

家
」
と
し
て
名
を
残
そ
う
と
す
る
存
在
と
し
て
設
定
し
、
中
島
敦
は
名
誉
に
執
着
す
る
李
徴
を
造
型
し
た
。

ま
た
、「
詩
作
」
は
芸
術
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
中
島
敦
は
自
分
の
芸
術
へ
の
執
着
心
を
李
徴
に
投
影

し
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

続
い
て
、
「
山
月
記
」
で
は
「
し
か
し
、
文
名
は
容
易
に
揚
ら
ず
、
生
活
は
日
を
逐
う
て
苦
し
く
な
る
。

李
徴
は
漸
く
焦
躁
に
駆
ら
れ
て
来
た
。
こ
の
頃
か
ら
其
の
容
貌
も
峭
刻
と
な
り
、
肉
落
ち
骨
秀
で
、
眼
光

の
み
徒
ら
に
炯
々
と
し
て
、
曾
て
進
士
に
登
第
し
た
頃
の
豊
頬
の
美
少
年
の
俤
は
、
何
処
に
求
め
よ
う
も

な
い
。」
と
す
る
。
こ
の
部
分
も
「
人
虎
伝
」
に
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
中
島
敦
が
創
作
し
た
部
分
で

あ
る
。
李
徴
が
「
進
士
に
登
第
し
た
頃
の
豊
頬
の
美
少
年
」
か
ら
詩
作
に
耽
っ
た
時
「
容
貌
も
峭
刻
と
な

り
、
肉
落
ち
骨
秀
で
、
眼
光
の
み
徒
ら
に
炯
々
と
し
て
」
と
い
っ
た
外
貌
の
変
化
か
ら
見
る
と
、
李
徴
が

生
活
に
苦
し
ん
で
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
そ
の
こ
と
に
加
え
て
、
李
徴
が
精
神
的
に
も
苦

し
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
病
気
に
苦
し
ん
で
い
た
中
島
敦
は
李
徴
と
同
じ
様
に
作
家
と
し
て

名
を
成
す
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
、
精
神
的
に
苦
し
ん
で
い
た
中
島
敦
は
自
分
自
身
を
李
徴
に
投
影
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
後
衣
食
に
迫
ら
れ
乃
ち
東
吳
楚
の
間
に
遊
び
、
以
て
郡
國
の
長
吏
に
干
む
。」

と
し
て
、
「
山
月
記
」
で
は
「
数
年
の
後
、
貧
窮
に
堪
え
ず
、
妻
子
の
衣
食
の
た
め
に
遂
に
節
を
屈
し
て
、

再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。」
と
す
る
。
こ
こ
で
、
李
徴
が
妻
子
の
た
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め
に
ま
た
官
職
に
戻
る
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
李
徴
が
芸
術
の
道
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
中

途
半
端
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
李
徴
は
現
実
と
芸
術
の
両
立
が
で
き
な

い
た
め
、
官
職
も
芸
術
も
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
官
職
で
出
世
で
き
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ま
た
詩
人
と
し
て
名
を
な
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
李
徴
の
本
当
の
望
み
は
詩

人
と
し
て
名
を
な
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
も
叶
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
詩
人
で
あ
る
こ
と

に
徹
す
る
た
め
に
は
生
活
の
す
べ
て
を
投
げ
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
彼
は
「
妻
子
の
衣
食
」

の
た
め
に
そ
れ
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
芸
術
家
で
あ
る
た
め
に
は
妻
子
を
省
み
て
は
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。「
山
月
記
」
の
方
は
「
妻
子
」
の
こ
と
を
加
え
て
、「
吳
楚
」
と
い
う
地
名
を
省
略
し
て
い

る
。「
吳
楚
」
と
い
う
地
名
は
当
時
の
日
本
の
読
者
た
ち
と
っ
て
は
、
特
別
な
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
中
島
敦
は
先
に
「
妻
子
」
の
こ
と
を
読
者
に
提
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
後
に
、
李
徴
が
袁
傪

に
妻
子
の
こ
と
を
託
す
の
を
読
者
に
受
け
入
れ
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
多
少
用
い
ら
れ

て
い
る
言
葉
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
も
基
本
的
に
は
「
人
虎
伝
」
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
楚
人
其
聲
を
聞
く
こ
と
固
よ
り
久
し
。
至
る
に
及
び
皆
館
を
開
い
て
以

て
俟
つ
。
宴
遊
歡
を
極
め
て
將
に
去
ら
ん
と
す
れ
ば
、
悉
く
厚
く
遺
り
て
以
て
其
囊
橐
を
實
す
。
徴
呉
楚

に
在
り
且
に
歳
餘
に
な
ら
ん
と
す
。
獲
る
所
の
饋
遺
甚
だ
多
し
。」
と
し
て
い
る
が
、「
山
月
記
」
で
は
再

び
官
職
に
戻
っ
た
時
の
李
徴
が
「
一
方
、
こ
れ
は
、
己
の
詩
業
に
半
ば
絶
望
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
曾
て

の
同
輩
は
既
に
遥
か
高
位
に
進
み
、
彼
が
昔
、
鈍
物
と
し
て
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
そ
の
連
中
の
下
命

を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
往
年
の
儁
才
李
徴
の
自
尊
心
を
如
何
に
傷
け
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

彼
は
怏
々
と
し
て
楽
し
ま
ず
、
狂
悖
の
性
は
愈
々
抑
え
難
が
た
く
な
っ
た
。」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。 

「
人
虎
伝
」
で
は
、
李
徴
が
楚
人
に
歓
迎
さ
れ
、
呉
楚
に
い
る
一
年
余
り
の
間
、
多
く
の
贈
り
物
を
も

ら
っ
た
。
一
方
、「
人
虎
伝
」
と
比
べ
て
み
る
と
、「
山
月
記
」
の
李
徴
の
設
定
は
全
く
違
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
作
家
と
し
て
の
名
を
揚
げ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
結
局
で
き
な
か
っ
た
李
徴
が
官
職
に
戻

っ
て
、
か
つ
て
鈍
物
と
し
て
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
同
輩
が
既
に
遥
か
高
位
に
進
み
、
自
分
が
そ
の
連

中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
屈
辱
感
を
生
じ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
の
李
徴

が
官
吏
と
し
て
も
詩
人
と
し
て
も
、
自
分
の
中
途
半
端
な
行
動
の
せ
い
で
出
世
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
挫

折
感
に
苦
し
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。
木
村
一
信
氏
は
こ
の
部
分
で
「
李
徴
が
二
つ
の
挫
折
を
味
わ
っ
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
る

注

九

。
こ
の
「
二
つ
の
挫
折
」
と
は
、
一
つ
目
は
官
吏
と
し
て
の
挫
折
、
二
つ
目
は
詩
人
と

し
て
の
名
を
成
す
こ
と
な
く
、
再
び
官
職
で
の
挫
折
し
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
の
才
能
が

他
人
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
の
に
、
出
世
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
る
李
徴
の
官
吏
と
し
て
の
挫
折

は
明
ら
か
で
あ
る
。
詩
人
と
し
て
の
文
名
が
あ
が
ら
ず
、
自
己
の
才
能
に
も
絶
望
し
た
李
徴
は
、
生
活
の

た
め
も
あ
っ
て
、
再
び
、
官
吏
の
道
を
選
ん
だ
。
さ
ら
に
、
そ
の
官
吏
と
し
て
の
生
活
も
、「
鈍
物
と
し
て
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の
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
其
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
が
、
彼
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
、

「
狂
悖
の
性
」
を
募
ら
せ
、
つ
い
に
は
発
狂
し
た
と
い
う
ふ
う
に
膨
ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
で
、
詩
人
と
し

て
の
李
徴
の
挫
折
像
が
明
瞭
に
う
ち
出
さ
れ
て
い
る
。 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
西
虢
略
に
歸
り
未
だ
舎
に
至
ら
ず
。
汝
墳
の
逆
旅
の
中
に
於
て
忽
ち
疾
を

被
り
て
發
狂
し
」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
一
年
の
後
、
公
用
で
旅
の
途
中
に
出
、
汝
水
の
ほ
と
り
に
宿

っ
た
時
、
遂
に
発
狂
し
た
。」
と
し
て
い
る
。「
山
月
記
」
の
方
は
李
徴
が
公
用
の
旅
で
発
狂
し
た
が
、「
人

虎
伝
」
の
方
は
虢
略
へ
帰
ろ
う
と
す
る
途
中
で
発
狂
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
山
月
記
」
の
方
は
「
一
年

の
後
」
と
時
間
を
設
定
し
て
い
る
が
、
「
人
虎
伝
」
に
は
こ
う
し
た
時
間
の
設
定
が
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、

中
島
敦
は
前
文
を
結
ん
で
、
李
徴
が
こ
の
一
年
に
官
職
で
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
、
現
状
に
対
し
て
ど
ん

ど
ん
不
満
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。「
山
月
記
」
は
基
本
的
に
は
「
人
虎
伝
」
を
踏
襲
し
て
い
る

が
、
中
島
敦
は
李
徴
が
発
狂
し
た
原
因
は
自
尊
心
が
傷
つ
く
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
李
徴
が
発
狂
し
た
時
の
描
写
に
つ
い
て
、「
山
月
記
」
で
は
「
或
夜
半
、
急
に
顔
色
を
変
え

て
寝
床
か
ら
起
上
る
と
、
何
か
訳
の
分
ら
ぬ
こ
と
を
叫
び
つ
つ
そ
の
ま
ま
下
に
と
び
下
り
て
、
闇
の
中
へ

駈
出
し
た
。
彼
は
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
附
近
の
山
野
を
捜
索
し
て
も
、
何
の
手
掛
り
も
な
い
。

そ
の
後
李
徴
が
ど
う
な
っ
た
か
を
知
る
者
は
、
誰
も
な
か
っ
た
。
」
と
し
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
僕
者
を
鞭

捶
つ
。
其
苦
に
勝
へ
ず
。
是
に
於
て
旬
餘
疾
益
甚
し
。
何
も
な
く
夜
狂
走
し
其
の
適
く
所
を
知
ら
ず
。
家

僮
其
の
去
を
跡
ね
て
之
を
伺
ふ
。
月
を
盡
し
て
徴
竟
に
回
ら
ず
。
是
に
於
て
僕
者
其
乘
馬
を
驅
り
其
囊
橐

を
挈
へ
て
遠
く
遁
れ
去
る
。」
と
し
て
い
る
。
両
方
を
比
べ
て
み
る
と
、
中
島
敦
は
「
僕
者
を
鞭
捶
つ
。
其

苦
に
勝
へ
ず
。」
と
「
是
に
於
て
僕
者
其
乘
馬
を
驅
り
其
囊
橐
を
挈
へ
て
遠
く
遁
れ
去
る
。」
を
省
略
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、「
僕
者
」
は
作
品
の
主
人
公
と
作
品
の
主
旨
と
の
関
わ
り
は
あ
ま
り
な
い
。

つ
ま
り
、「
僕
者
」
と
い
う
人
物
が
作
品
の
中
に
な
く
て
も
主
旨
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
中
島
敦
は
「
僕
者
」 

の
こ
と
を
省
略
し
、
よ
り
簡
潔
な
言
葉
で
表
現
す
る
と
い
っ
た
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
冒
頭
部
分
の
比
較
か
ら
見
る
と
、「
山
月
記
」
は
ほ
ぼ
「
人
虎
伝
」
を
踏
襲
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
中
島
敦
は
自
分
の
創
作
を
文
中
に
書
き
加
え
て
、
詩
作
に
耽
っ
た
李
徴
を
造
型
し
、
作
者
と

し
て
名
を
成
す
こ
と
を
望
ん
で
い
た
中
島
敦
は
自
身
の
姿
を
李
徴
に
投
影
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

官
吏
と
し
て
も
、
詩
人
と
し
て
も
挫
折
を
受
け
た
李
徴
が
自
尊
心
が
傷
つ
く
こ
と
を
詳
し
く
書
き
加
え
る

こ
と
で
、
読
者
が
李
徴
が
遂
に
発
狂
に
至
る
こ
と
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
素
地
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

出
会
い
の
描
写
の
違
い
に
見
る
中
島
敦
の
創
作 

 

続
い
て
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
と
袁
傪
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
描
写
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 
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翌
年
、
監
察
御
史
、
陳
郡
の
袁
傪
と
い
う
者
、
勅
命
を
奉
じ
て
嶺
南
に
使
し
、
途
に
商
於
の
地
に

宿
っ
た
。
次
の
朝
未
だ
暗
い
中
に
出
発
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
駅
吏
が
言
う
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら

先
の
道
に
人
喰
虎
が
出
る
故
、
旅
人
は
白
昼
で
な
け
れ
ば
、
通
れ
な
い
。
今
は
ま
だ
朝
が
早
い
か
ら
、

今
少
し
待
た
れ
た
が
宜
し
い
で
し
ょ
う
と
。
袁
傪
は
、
し
か
し
、
供
廻
の
多
勢
な
の
を
恃
み
、
駅
吏

の
言
葉
を
斥
け
て
、
出
発
し
た
。
残
月
の
光
を
た
よ
り
に
林
中
の
草
地
を
通
っ
て
行
っ
た
時
、
果
し

て
一
匹
の
猛
虎
が
叢
の
中
か
ら
躍
り
出
た
。
虎
は
、
あ
わ
や
袁
傪
に
躍
り
か
か
る
か
と
見
え
た
が
、

忽
ち
身
を
飜
し
て
、
元
の
叢
に
隠
れ
た
。
叢
の
中
か
ら
人
間
の
声
で
「
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」

と
繰
返
し
呟
く
の
が
聞
え
た
。
そ
の
声
に
袁
傪
は
聞
き
憶
え
が
あ
っ
た
。
驚
懼
の
中
に
も
、
彼
は
咄

嗟
に
思
い
あ
た
っ
て
、
叫
ん
だ
。「
そ
の
声
は
、
我
が
友
、
李
徴
子
で
は
な
い
か
？
」
袁
傪
は
李
徴
と

同
年
に
進
士
の
第
に
登
り
、
友
人
の
少
か
っ
た
李
徴
に
と
っ
て
は
、
最
も
親
し
い
友
で
あ
っ
た
。
温

和
な
袁
傪
の
性
格
が
、
峻
峭
な
李
徴
の
性
情
と
衝
突
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う 

叢
の
中
か
ら
は
、
暫
く
返
辞
が
無
か
っ
た
。
し
の
び
泣
き
か
と
思
わ
れ
る
微
な
声
が
時
々
洩
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
や
や
あ
っ
て
、
低
い
声
が
答
え
た
。「
如
何
に
も
自
分
は
隴
西
の
李
徴
で
あ
る
」
と
。 

袁
傪
は
恐
怖
を
忘
れ
、
馬
か
ら
下
り
て
叢
に
近
づ
き
、
懐
し
げ
に
久
闊
を
叙
し
た
。
そ
し
て
、
何

故
叢
か
ら
出
て
来
な
い
の
か
と
問
う
た
。
李
徴
の
声
が
答
え
て
言
う
。
自
分
は
今
や
異
類
の
身
と
な

っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
、
お
め
お
め
と
故
人
と
も
の
前
に
あ
さ
ま
し
い
姿
を
さ
ら
せ
よ
う
か
。
か
つ

又
、
自
分
が
姿
を
現
せ
ば
、
必
ず
君
に
畏
怖
嫌
厭
の
情
を
起
さ
せ
る
に
決
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か

し
、
今
、
図
ら
ず
も
故
人
に
遇
う
こ
と
を
得
て
、
愧
赧
の
念
を
も
忘
れ
る
程
に
懐
か
し
い
。
ど
う
か
、

ほ
ん
の
暫
く
で
い
い
か
ら
、
我
が
醜
悪
な
今
の
外
形
を
厭
い
と
わ
ず
、
曾
て
君
の
友
李
徴
で
あ
っ
た

こ
の
自
分
と
話
を
交
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。 

後
で
考
え
れ
ば
不
思
議
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
袁
傪
は
、
こ
の
超
自
然
の
怪
異
を
、
実
に
素
直
に

受
容
う
け
い
れ
て
、
少
し
も
怪
も
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
部
下
に
命
じ
て
行
列
の
進
行
を
停
と
め
、

自
分
は
叢
の
傍
に
立
っ
て
、
見
え
ざ
る
声
と
対
談
し
た
。
都
の
噂
さ
、
旧
友
の
消
息
、
袁
傪
が
現
在

の
地
位
、
そ
れ
に
対
す
る
李
徴
の
祝
辞
。
青
年
時
代
に
親
し
か
っ
た
者
同
志
の
、
あ
の
隔
て
の
な
い

語
調
で
、
そ
れ
等
ら
が
語
ら
れ
た
後
、
袁
傪
は
、
李
徴
が
ど
う
し
て
今
の
身
と
な
る
に
至
っ
た
か
を

訊
ね
た
。
草
中
の
声
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
山
月
記
」 

明
年
に
至
り
て
、
陳
郡
の
袁
傪
、
監
察
御
史
を
以
て
詔
を
奉
じ
て
嶺
南
に
使
し
，
傳
に
乘
り
て
商

於
の
界
に
至
り
、
晨
に
将
に
去
ら
ん
と
す
。
其
驛
吏
白
し
て
曰
く
、
道
に
虎
あ
り
暴
に
し
て
人
を
食

ふ
。
故
に
此
に
途
す
る
者
は
晝
に
あ
ら
ざ
れ
ば
敢
て
進
む
な
し
。
今
尚
ほ
早
し
。
願
く
は
且
ら
く
車

を
駐
め
、
決
し
て
前
む
べ
か
ら
ず
と
。
傪
怒
り
て
曰
く
我
は
天
子
の
使
に
し
て
後
騎
極
め
て
多
し
。
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山
澤
の
獸
能
く
害
を
な
さ
ん
や
と
。
遂
に
駕
を
命
じ
て
行
く
。
去
り
て
未
だ
一
里
を
盡
さ
ざ
る
に
果

し
て
虎
あ
り
、
草
中
よ
り
突
り
て
出
づ
。
傪
驚
く
こ
と
甚
し
。
俄
に
虎
身
を
草
中
に
匿
し
，
人
聲
に

て
言
つ
て
曰
く
、
異
な
る
か
な
幾
ん
ど
我
が
故
人
を
傷
ん
と
せ
り
と
。
傪
其
音
を
聆
く
に
李
徵
な
る

も
の
に
似
た
り
。
傪
昔
徵
と
同
じ
く
進
士
の
第
に
登
り
、
分
極
め
て
深
し
，
別
れ
て
年
あ
り
、
忽
ち

其
語
を
聞
き
既
に
驚
き
且
つ
異
ん
で
測
る
な
し
。
遂
に
問
ひ
て
曰
く
、
子
を
誰
と
か
な
す
、
豈
故
人

隴
西
子
に
あ
ら
ず
や
と
。
虎
呼
吟
す
る
こ
と
數
聲
，
嗟
泣
す
る
狀
の
若
し
。
已
に
し
て
傪
に
謂
つ
て

曰
く
、
我
は
李
徵
な
り
と
。
傪
乃
ち
馬
よ
り
下
り
て
曰
く
、
君
何
に
由
り
て
此
に
至
れ
る
。
且
つ
傪

始
め
君
と
場
屋
を
同
う
す
る
こ
と
十
余
年
情
好
歓
す
る
こ
と
甚
し
く
、
他
友
に
愈
れ
り
。
意
は
ざ
り

き
吾
れ
先
づ
仕
路
に
登
ら
ん
と
は
。
君
亦
継
い
で
科
選
に
捷
つ
。
睽
間
言
笑
時
を
歴
る
こ
と
頗
る
久

し
。
傾
風
結
想
、
渇
つ
し
て
飲
を
待
つ
が
如
し
。
幸
に
出
で
て
使
す
る
に
因
り
此
に
君
に
遇
ふ
を
得

た
り
。
而
る
に
乃
ち
自
ら
草
中
に
匿
る
る
は
、
豈
故
人
躊
昔
の
意
な
ら
ん
や
と
。
虎
曰
く
吾
れ
已
に

異
類
と
な
る
。
使
君
吾
が
形
を
見
れ
ば
、
則
ち
且
に
畏
怖
し
て
之
を
悪
ま
ん
。
何
ぞ
躊
昔
を
之
れ
念

ふ
に
假
あ
ら
ん
や
。
然
り
と
雖
君
遽
に
去
る
な
く
、
少
し
く
款
曲
を
盡
す
を
得
ば
、
乃
ち
我
の
幸
な

り
と
。
傪
曰
く
、
我
れ
素
と
兄
を
以
て
故
人
に
事
ふ
。
願
く
は
拜
禮
を
展
べ
ん
と
。
乃
ち
再
拜
す
。

虎
曰
く
我
れ
足
下
と
別
れ
て
よ
り
音
容
曠
阻
す
る
こ
と
且
つ
久
し
。
僕
夫
恙
な
き
を
得
た
る
か
、
官

途
淹
留
を
致
さ
ざ
る
か
。
今
又
何
に
か
適
く
。
向
者
君
二
吏
あ
り
、
驅
り
て
進
み
、
驛
隸
印
囊
を
挈

へ
て
以
て
導
く
を
見
た
り
。
庸
ぞ
御
史
と
な
り
て
出
で
使
す
る
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
と
。
傪
曰
く
、
近

者
幸
に
御
史
の
列
に
備
る
を
得
、
今
使
を
嶺
南
に
奉
ず
と
。
虎
曰
く
吾
子
文
學
を
以
て
身
を
立
て
，

位
朝
序
に
登
る
、
盛
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
況
ん
や
憲
台
は
清
峻
百
揆
を
分
糾
す
。
聖
明
慎
ん
で
擇
び
、

尤
も
人
に
異
な
り
。
心
に
故
人
の
此
地
に
居
る
を
喜
ふ
。
甚
だ
賀
す
べ
し
と
。
傪
曰
く
往
者
吾
れ
執

事
と
同
年
に
名
を
成
し
、
交
契
深
密
な
る
こ
と
と
常
友
に
異
れ
り
。
聲
容
間
阻
り
て
よ
り
去
日
流
る

る
が
如
し
。
風
儀
を
想
望
し
て
心
目
俱
に
斷
ゆ
。
意
は
ざ
り
き
今
日
君
が
舊
を
念
ふ
の
言
を
獲
ん
と

は
。
然
り
と
雖
も
執
事
何
為
れ
ぞ
我
を
見
ず
し
て
自
ら
草
木
の
中
に
匿
る
る
。
故
人
の
分
、
豈
是
の

如
く
な
る
べ
け
ん
や
と
。
虎
曰
く
我
れ
今
人
た
ら
ず
、
安
ん
ぞ
君
を
見
る
を
得
ん
や
と
。
傪
曰
く
願

く
は
其
事
を
詳
に
せ
ん
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
人
虎
伝
」 

  

こ
こ
で
の
最
初
の
一
文
を
「
人
虎
伝
」
で
は
「
明
年
に
至
り
て
、
陳
郡
の
袁
傪
、
監
察
御
史
を
以
て
詔

を
奉
じ
て
嶺
南
に
使
し
，
傳
に
乘
り
て
商
於
の
界
に
至
り
」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
翌
年
、
監
察
御
史
、

陳
郡
の
袁
傪
と
い
う
者
、
勅
命
を
奉
じ
て
嶺
南
に
使
し
、
途
に
商
於
の
地
に
宿
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。
伝

え
て
い
る
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
え
る
が
、
た
だ
、「
山
月
記
」
の
方
は
「
傳
に
乘
り
て
」
を
省
略
し
て
い

る
点
だ
け
が
、
わ
ず
か
に
異
な
っ
て
い
る
。 
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続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
晨
に
将
に
去
ら
ん
と
す
。
其
驛
吏
白
し
て
曰
く
、
道
に
虎
あ
り
暴
に
し
て

人
を
食
ふ
。
故
に
此
に
途
す
る
者
は
晝
に
あ
ら
ざ
れ
ば
敢
て
進
む
な
し
。
今
尚
ほ
早
し
。
願
く
は
且
ら
く

車
を
駐
め
、
決
し
て
前
む
べ
か
ら
ず
と
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
次
の
朝
未
だ
暗
い
中
に
出
発
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
駅
吏
が
言
う
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
道
に
人
喰
虎
が
出
る
故
、
旅
人
は
白
昼
で
な

け
れ
ば
、
通
れ
な
い
。
今
は
ま
だ
朝
が
早
い
か
ら
、
今
少
し
待
た
れ
た
が
宜
し
い
で
し
ょ
う
と
。」
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
「
山
月
記
」
は
ほ
ぼ
原
典
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
傪
怒
り
て
曰
く
我
は
天
子
の
使
に
し
て
後
騎
極
め
て
多
し
。
山
澤
の
獸
能

く
害
を
な
さ
ん
や
と
。
遂
に
駕
を
命
じ
て
行
く
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
袁
傪
は
、
し
か
し
、
供
廻

の
多
勢
な
の
を
恃
み
、
駅
吏
の
言
葉
を
斥
け
て
、
出
発
し
た
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、

「
山
月
記
」
は
原
文
を
簡
略
化
し
た
表
現
を
採
っ
て
い
る
。 

 

次
の
い
よ
い
よ
虎
が
現
れ
る
場
面
に
は
「
山
月
記
」
で
は
「
残
月
の
光
を
た
よ
り
に
林
中
の
草
地
を
通

っ
て
行
っ
た
時
」
と
い
う
情
景
描
写
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
典
よ
り
も
ず
っ
と
小
説

と
し
て
の
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
李
徴
と
袁
傪
が
「
残
月
の
光
を
た
よ
り
に
林
中

の
草
地
を
通
っ
て
行
っ
た
時
」
に
出
会
っ
て
、
月
が
「
既
に
白
く
光
を
失
っ
た
」
時
に
別
れ
た
と
い
う
こ

と
か
ら
見
る
と
、
中
島
敦
は
現
実
と
離
れ
て
、
夢
み
だ
い
世
界
を
作
り
上
げ
、
こ
の
「
超
自
然
の
怪
異
」

を
読
者
に
よ
り
簡
単
に
受
け
入
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

続
け
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
去
り
て
未
だ
一
里
を
盡
さ
ざ
る
に
果
し
て
虎
あ
り
、
草
中
よ
り
突
り
て
出

づ
。
傪
驚
く
こ
と
甚
し
。
俄
に
虎
身
を
草
中
に
匿
し
，」
と
し
、
「
山
月
記
」
で
は
「
果
し
て
一
匹
の
猛
虎

が
叢
の
中
か
ら
躍
り
出
た
。
虎
は
、
あ
わ
や
袁
傪
に
躍
り
か
か
る
か
と
見
え
た
が
、
忽
ち
身
を
飜
し
て
、

元
の
叢
に
隠
れ
た
。
」
と
し
て
い
る
。
表
現
が
多
少
違
っ
て
い
る
が
、
「
山
月
記
」
の
ほ
う
が
よ
り
臨
場
感

の
あ
る
小
説
ら
し
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
人
聲
に
て
言
つ
て
曰
く
、
異
な
る
か
な
幾
ん
ど
我
が
故
人
を
傷
ん
と
せ
り

と
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
叢
の
中
か
ら
人
間
の
声
で
「
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
繰
返
し
呟

く
の
が
聞
え
た
。」
と
し
て
い
る
。
中
島
敦
は
こ
こ
で
も
よ
り
簡
潔
な
言
葉
で
、
読
者
に
懸
念
を
与
え
て
、

こ
の
小
説
に
興
味
を
持
た
せ
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
傪
其
音
を
聆
く
に
李
徵
な
る
も
の
に
似
た
り
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は

「
そ
の
声
に
袁
傪
は
聞
き
憶
え
が
あ
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
も
ほ
ぼ
原
文
通
り
で
あ
る
。 

こ
れ
に
続
く
部
分
は
「
人
虎
伝
」
で
は
「
別
れ
て
年
あ
り
、
忽
ち
其
語
を
聞
き
既
に
驚
き
且
つ
異
ん
で
測

る
な
し
。
遂
に
問
ひ
て
曰
く
、
子
を
誰
と
か
な
す
、
豈
故
人
隴
西
子
に
あ
ら
ず
や
と
。」
と
し
、「
山
月
記
」

で
は
「
驚
懼
の
中
に
も
、
彼
は
咄
嗟
に
思
い
あ
た
っ
て
、
叫
ん
だ
。「
そ
の
声
は
、
我
が
友
、
李
徴
子
で
は

な
い
か
？
」」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
も
ほ
ぼ
原
文
通
り
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
傪
昔
徵
と
同
じ
く
進
士
の
第
に
登
り
、
分
極
め
て
深
し
」
と
し
、
「
山
月
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記
」
で
は
、「
袁
傪
は
李
徴
と
同
年
に
進
士
の
第
に
登
り
、
友
人
の
少
か
っ
た
李
徴
に
と
っ
て
は
、
最
も
親

し
い
友
で
あ
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
も
ほ
ぼ
原
文
と
同
じ
だ
が
、
次
の
「
温
和
な
袁
傪
の
性
格

が
、
峻
峭
な
李
徴
の
性
情
と
衝
突
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。」
は
原
文
に
は
な
く
、
中
島
敦
が
付
け
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
「
峻
峭
」
と
「
温
和
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
で
あ

る
。 

『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、「
峻
峭
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

一
、 

山
な
ど
の
け
は
し
い
さ
ま
。
又
、
其
の
處
。 

二
、 

す
ぐ
れ
て
気
高
い

注

十

。 

 

こ
こ
で
は
、
二
番
の
意
味
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
峻
峭
」
と
「
温
和
」
は
対
比
的
な
言
葉

で
扱
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
温
和
な
袁
傪
」
と
「
峻
峭
な
李
徴
」
と
い
う
ふ
う
に
、
二
人
の
性
格
を

対
照
的
に
描
き
出
す
こ
と
で
、
小
説
に
立
体
感
を
与
え
る
と
と
も
に
、
二
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
違
い

を
も
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
虎
呼
吟
す
る
こ
と
數
聲
，
嗟
泣
す
る
狀
の
若
し
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で

は
「
叢
の
中
か
ら
は
、
暫
く
返
辞
が
無
か
っ
た
。
し
の
び
泣
き
か
と
思
わ
れ
る
微
な
声
が
時
々
洩
れ
る
ば

か
り
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
李
徴
が
声
を
出
す
こ
と
に
対
す
る
躊
躇
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
虎
に
な
っ
た
李
徴
が
自
分
の
姿
を
昔
の
友
人
に
見
せ
た
く
な
い
プ
ラ
イ
ド
と
友
人
に

会
い
た
い
気
持
ち
の
葛
藤
を
も
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

続
い
て
、
「
人
虎
伝
」
で
は
「
已
に
し
て
傪
に
謂
つ
て
曰
く
、
我
は
李
徵
な
り
と
。
」
と
し
、「
山
月
記
」

で
は
「
や
や
あ
っ
て
、
低
い
声
が
答
え
た
。「
如
何
に
も
自
分
は
隴
西
の
李
徴
で
あ
る
」
と
。」
と
し
て
い

る
。
こ
こ
も
ほ
ぼ
原
文
通
り
で
あ
る
が
、「
や
や
あ
っ
て
、
低
い
声
が
答
え
た
。
」
と
い
う
言
葉
は
中
島
敦

が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
李
徴
が
昔
の
友
人
袁
傪
に
対
し
て
の
卑
屈
感
を
読
者
に

与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
傪
乃
ち
馬
よ
り
下
り
て
曰
く
、
君
何
に
由
り
て
此
に
至
れ
る
。
且
つ
傪

始
め
君
と
場
屋
を
同
う
す
る
こ
と
十
余
年
情
好
歓
す
る
こ
と
甚
し
く
、
他
友
に
愈
れ
り
。
意
は
ざ
り
き
吾

れ
先
づ
仕
路
に
登
ら
ん
と
は
。
君
亦
継
い
で
科
選
に
捷
つ
。
睽
間
言
笑
時
を
歴
る
こ
と
頗
る
久
し
。
傾
風

結
想
、
渇
つ
し
て
飲
を
待
つ
が
如
し
。
幸
に
出
で
て
使
す
る
に
因
り
此
に
君
に
遇
ふ
を
得
た
り
。」
と
し
、

「
山
月
記
」
で
は
「
袁
傪
は
恐
怖
を
忘
れ
、
馬
か
ら
下
り
て
叢
に
近
づ
き
、
懐
し
げ
に
久
闊
を
叙
し
た
。
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、「
山
月
記
」
は
原
文
を
簡
略
化
し
た
表
現
を
採
っ
て
い
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
而
る
に
乃
ち
自
ら
草
中
に
匿
る
る
は
、
豈
故
人
躊
昔
の
意
な
ら
ん
や
と
」

と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
そ
し
て
、
何
故
叢
か
ら
出
て
来
な
い
の
か
と
問
う
た
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
の
意
味
は
ほ
ぼ
原
文
の
通
り
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
虎
曰
く
吾
れ
已
に
異
類
と
な
る
。
使
君
吾
が
形
を
見
れ
ば
、
則
ち
且
に
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畏
怖
し
て
之
を
悪
ま
ん
。」
と
し
、
「
山
月
記
」
で
は
「
李
徴
の
声
が
答
え
て
言
う
。
自
分
は
今
や
異
類
の

身
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
、
お
め
お
め
と
故
人
と
も
の
前
に
あ
さ
ま
し
い
姿
を
さ
ら
せ
よ
う
か
。
か

つ
又
、
自
分
が
姿
を
現
せ
ば
、
必
ず
君
に
畏
怖
嫌
厭
の
情
を
起
さ
せ
る
に
決
っ
て
い
る
か
ら
だ
。」
と
し
て

い
る
。
こ
こ
も
ほ
ぼ
原
文
の
通
り
で
あ
る
。 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
何
ぞ
躊
昔
を
之
れ
念
ふ
に
假
あ
ら
ん
や
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
し

か
し
、
今
、
図
ら
ず
も
故
人
に
遇
う
こ
と
を
得
て
、
愧
赧
の
念
を
も
忘
れ
る
程
に
懐
か
し
い
。」
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
意
味
は
ほ
ぼ
原
文
の
通
り
で
あ
る
が
、
多
少
言
葉
使
い
が
違
っ
て
い
る
。「
愧
赧
」
を
を
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 
 

「
愧
」
は
恥
じ
る
、「
赧
」
は
赤
く
な
る
。
恥
じ
て
、
赤
い
顔
を
す
る
こ
と
。
赤
面
す
る
こ
と
。
赧
愧

注

十

一

。 

 

ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、「
愧
赧
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 
 

は
ぢ
て
赤
面
す
る
。
あ
か
は
ぢ
を
か
く
。
愧
靦

注

十

二

。 

 

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
「
山
月
記
」
の
方
で
は
李
徴
の
羞
恥
心
が
強
調
さ
れ
、
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。 続

い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
然
り
と
雖
君
遽
に
去
る
な
く
、
少
し
く
款
曲
を
盡
す
を
得
ば
、
乃
ち
我
の

幸
な
り
と
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
ど
う
か
、
ほ
ん
の
暫
く
で
い
い
か
ら
、
我
が
醜
悪
な
今
の
外
形

を
厭
い
と
わ
ず
、
曾
て
君
の
友
李
徴
で
あ
っ
た
こ
の
自
分
と
話
を
交
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
し
て

い
る
。
こ
こ
は
ほ
ぼ
原
典
を
踏
襲
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
が
、
中
島
敦
は
「
我
が
醜
悪
な
今
の
外
形
を
厭

い
と
わ
ず
」
と
い
っ
た
表
現
を
付
け
加
え
て
、
李
徴
が
異
類
で
あ
る
自
分
に
対
し
て
の
嫌
悪
感
を
強
調
し

て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、「
山
月
記
」
で
は
「
後
で
考
え
れ
ば
不
思
議
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
袁
傪
は
、
こ
の
超
自
然

の
怪
異
を
、
実
に
素
直
に
受
容
う
け
い
れ
て
、
少
し
も
怪
も
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
部
下
に
命
じ
て
行

列
の
進
行
を
停
と
め
、
自
分
は
叢
の
傍
に
立
っ
て
、
見
え
ざ
る
声
と
対
談
し
た
。
」
と
し
、「
人
虎
伝
」
で

は
「
傪
曰
く
、
我
れ
素
と
兄
を
以
て
故
人
に
事
ふ
。
願
く
は
拜
禮
を
展
べ
ん
と
。
乃
ち
再
拜
す
。」
と
し
て

い
る
。
両
方
を
比
べ
る
と
、
内
容
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
に
違
っ
て
い
る
。
中
島
敦
は
「
人
虎
伝
」

の
こ
の
部
分
を
カ
ッ
ト
し
て
、
先
の
よ
う
に
創
作
し
た
。
山
本
周
子
氏
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、「
近
代
の

人
間
を
読
み
手
に
持
つ
中
島
に
と
っ
て
読
者
が
袁
傪
と
共
に
も
つ
で
あ
ろ
う
疑
問
は
当
然
、
予
期
さ
れ
た

こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
彼
の
意
図
が
あ
く
ま
で
も
近
代
的
苦
悩
を
背
負
っ
た
人
物
造
型
に
あ
っ
た
以
上
、

こ
の
文
は
ぜ
ひ
と
も
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た

注

十

三

。」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
こ
に

は
、
読
者
に
袁
傪
が
李
徴
に
出
会
っ
た
時
の
心
理
描
写
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
超
自
然
の
怪
異
を

素
直
に
受
け
入
れ
た
袁
傪
は
前
文
の
よ
う
に
「
温
和
」
と
い
う
性
格
の
設
定
と
も
結
び
付
い
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
虎
曰
く
我
れ
足
下
と
別
れ
て
よ
り
音
容
曠
阻
す
る
こ
と
且
つ
久
し
。
僕
夫
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恙
な
き
を
得
た
る
か
、
官
途
淹
留
を
致
さ
ざ
る
か
。
今
又
何
に
か
適
く
。
向
者
君
二
吏
あ
り
、
驅
り
て
進

み
、
驛
隸
印
囊
を
挈
へ
て
以
て
導
く
を
見
た
り
。
庸
ぞ
御
史
と
な
り
て
出
で
使
す
る
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
と
。

傪
曰
く
、
近
者
幸
に
御
史
の
列
に
備
る
を
得
、
今
使
を
嶺
南
に
奉
ず
と
。
虎
曰
く
吾
子
文
學
を
以
て
身
を

立
て
，
位
朝
序
に
登
る
、
盛
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
況
ん
や
憲
台
は
清
峻
百
揆
を
分
糾
す
。
聖
明
慎
ん
で
擇

び
、
尤
も
人
に
異
な
り
。
心
に
故
人
の
此
地
に
居
る
を
喜
ふ
。
甚
だ
賀
す
べ
し
と
。
傪
曰
く
往
者
吾
れ
執

事
と
同
年
に
名
を
成
し
、
交
契
深
密
な
る
こ
と
と
常
友
に
異
れ
り
。
聲
容
間
阻
り
て
よ
り
去
日
流
る
る
が

如
し
。
風
儀
を
想
望
し
て
心
目
俱
に
斷
ゆ
。
意
は
ざ
り
き
今
日
君
が
舊
を
念
ふ
の
言
を
獲
ん
と
は
。
然
り

と
雖
も
執
事
何
為
れ
ぞ
我
を
見
ず
し
て
自
ら
草
木
の
中
に
匿
る
る
。
故
人
の
分
、
豈
是
の
如
く
な
る
べ
け

ん
や
と
。
虎
曰
く
我
れ
今
人
た
ら
ず
、
安
ん
ぞ
君
を
見
る
を
得
ん
や
と
。
傪
曰
く
願
く
は
其
事
を
詳
に
せ

ん
と
。」
と
し
、
「
山
月
記
」
で
は
「
都
の
噂
さ
、
旧
友
の
消
息
、
袁
傪
が
現
在
の
地
位
、
そ
れ
に
対
す
る

李
徴
の
祝
辞
。
青
年
時
代
に
親
し
か
っ
た
者
同
志
の
、
あ
の
隔
て
の
な
い
語
調
で
、
そ
れ
等
ら
が
語
ら
れ

た
後
、
袁
傪
は
、
李
徴
が
ど
う
し
て
今
の
身
と
な
る
に
至
っ
た
か
を
訊
ね
た
。
草
中
の
声
は
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、
「
山
月
記
」
は
原
文
を
簡
略
化
し
た
表
現
を
採
り
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
人
同
士
の
関
係
を
読
者
に
託
し
て
想
像
さ
せ
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
李
徴
と
袁
傪
の
出
会
い
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
か
ら
比
べ
る
と
、「
山
月
記
」
は
ほ
ぼ

「
人
虎
伝
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
島
敦
は
自
分
の
創
作
を
文
中
に
書
き
加
え
て
、
李
徴
の
袁

傪
に
対
し
て
の
卑
屈
感
、
袁
傪
に
会
い
た
い
が
、
自
分
の
姿
を
見
せ
た
く
な
い
矛
盾
な
気
持
ち
、
化
け
物

で
あ
る
李
徴
の
羞
恥
心
を
読
者
に
生
々
し
く
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

注
一 

氷
上
英
広 

「
氷
上
英
広
書
簡
三
五
」 

（『
中
島
敦
全
集
別
巻
』 

筑
摩
書
房 

二
〇
〇
二
年
五

月
） 

昭
和
十
七
年
八
月
消
印 

葉
書 

 

注
二 

岩
田
一
男
氏
は
「「
山
月
記
」
雑
談
」
の
中
に
新
釈
漢
文
大
系
四
十
四
『
唐
代
伝
奇
』（
内
田
泉
之

助
・
乾
一
夫
著
、
明
治
書
院
・
昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
五
日
初
版
発
行
）
に
あ
る
「
人
虎
伝
」

を
使
っ
て
い
る
。 

注
三 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版 

第
五
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二
〇

〇
〇
年
一
二
月 

注
四 

諸
橋
轍
次 

『
大
漢
和
辞
典
』
縮
写
版 

第
七
巻 

大
修
館
書
店 

昭
和
四
十
九
年
九
月 

注
五 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版 

第
八
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二
〇

〇
〇
年
一
二
月 

注
六 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
四
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二
〇
〇

〇
年
一
二
月 

注
七 

諸
橋
轍
次 

『
大
漢
和
辞
典
』
縮
写
版 

第
一
巻 

大
修
館
書
店 

昭
和
四
十
九
年
九
月 
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注
八 
諸
橋
轍
次 

『
大
漢
和
辞
典
』
縮
写
版 

第
十
巻 

大
修
館
書
店 

昭
和
四
十
九
年
九
月 

注
九 
木
村
和
信 

「「
山
月
記
」
論
―
―
「
滅
び
」
へ
の
恐
れ
―
―
」 

「
中
島
敦
論
」 

双
文
社
出
版 

昭
和
六
十
一
年
二
月 

 

注
十 

諸
橋
轍
次 
『
大
漢
和
辞
典
』
縮
写
版 

第
四
巻 

大
修
館
書
店 

昭
和
四
十
九
年
九
月 

注
十
一 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版 

第
四
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二

〇
〇
〇
年
一
二
月 

注
十
二 

諸
橋
轍
次 

『
大
漢
和
辞
典
』
縮
写
版 

第
四
巻 

大
修
館
書
店 

昭
和
四
十
九
年
九
月 

注
十
三 

山
本
周
子 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
考
」 

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
（
二
十
九
） 

二
松
学

舎
大
学
人
文
学
会 

一
九
八
四
年 
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第
二
章 

詩
に
執
着
す
る
李
徴 

第
一
節 
作
品
に
お
け
る
変
身
の
意
味 

続
い
て
、
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
虎
に
変
身
す
る
経
過
を
告
白
す
る
場
面
を
比
較
し
て
、

作
品
に
お
け
る
李
徴
の
変
身
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。 

 

今
か
ら
一
年
程
前
、
自
分
が
旅
に
出
て
汝
水
の
ほ
と
り
に
泊
っ
た
夜
の
こ
と
、
一
睡
し
て
か
ら
、

ふ
と
眼
を
覚
ま
す
と
、
戸
外
で
誰
か
が
我
が
名
を
呼
ん
で
い
る
。
声
に
応
じ
て
外
へ
出
て
見
る
と
、

声
は
闇
の
中
か
ら
頻
り
に
自
分
を
招
く
。
覚
え
ず
、
自
分
は
声
を
追
う
て
走
り
出
し
た
。
無
我
夢
中

で
駈
け
て
行
く
中
に
、
何
時
し
か
途
は
山
林
に
入
り
、
し
か
も
、
知
ら
ぬ
間
に
自
分
は
左
右
の
手
で

地
を
攫
ん
で
走
っ
て
い
た
。
何
か
身
体
中
に
力
が
充
ち
満
ち
た
よ
う
な
感
じ
で
、
軽
々
と
岩
石
を
跳

び
越
え
て
行
っ
た
。
気
が
付
く
と
、
手
先
や
肱
の
あ
た
り
に
毛
を
生
じ
て
い
る
ら
し
い
。
少
し
明
る

く
な
っ
て
か
ら
、
谷
川
に
臨
ん
で
姿
を
映
し
て
見
る
と
、
既
に
虎
と
な
っ
て
い
た
。
自
分
は
初
め
眼

を
信
じ
な
か
っ
た
。
次
に
、
こ
れ
は
夢
に
違
い
な
い
と
考
え
た
。
夢
の
中
で
、
こ
れ
は
夢
だ
ぞ
と
知

っ
て
い
る
よ
う
な
夢
を
、
自
分
は
そ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
ど
う
し
て
も
夢
で
な
い

と
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
、
自
分
は
茫
然
と
し
た
。
そ
う
し
て
懼
れ
た
。
全
く
、
ど
ん
な
事
で

も
起
り
得
る
の
だ
と
思
う
て
、
深
く
懼
れ
た
。
し
か
し
、
何
故
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
分

ら
ぬ
。
全
く
何
事
も
我
々
に
は
判
ら
ぬ
。
理
由
も
分
ら
ず
に
押
付
け
ら
れ
た
も
の
を
大
人
し
く
受
取

っ
て
、
理
由
も
分
ら
ず
に
生
き
て
行
く
の
が
、
我
々
生
き
も
の
の
さ
だ
め
だ
。
自
分
は
直
ぐ
に
死
を

想
う
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
眼
の
前
を
一
匹
の
兎
が
駈
け
過
ぎ
る
の
を
見
た
途
端
に
、
自
分
の
中

の
人
間
は
忽
ち
姿
を
消
し
た
。
再
び
自
分
の
中
の
人
間
が
目
を
覚
ま
し
た
時
、
自
分
の
口
は
兎
の
血

に
塗
れ
、
あ
た
り
に
は
兎
の
毛
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
虎
と
し
て
の
最
初
の
経
験
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
来
今
ま
で
に
ど
ん
な
所
行
を
し
続
け
て
来
た
か
、
そ
れ
は
到
底
語
る
に
忍
び
な
い
。
た
だ
、

一
日
の
中
に
必
ず
数
時
間
は
、
人
間
の
心
が
還
っ
て
来
る
。
そ
う
い
う
時
に
は
、
曾
て
の
日
と
同
じ

く
、
人
語
も
操
れ
れ
ば
、
複
雑
な
思
考
に
も
堪
え
得
る
し
、
経
書
の
章
句
を
誦
ん
ず
る
こ
と
も
出
来

る
。
そ
の
人
間
の
心
で
、
虎
と
し
て
の
己
の
残
虐
な
行
い
の
あ
と
を
見
、
己
の
運
命
を
ふ
り
か
え
る

時
が
、
最
も
情
な
く
、
恐
し
く
、
憤
ろ
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
、
人
間
に
か
え
る
数
時
間
も
、
日
を

経
る
に
従
っ
て
次
第
に
短
く
な
っ
て
行
く
。
今
ま
で
は
、
ど
う
し
て
虎
な
ど
に
な
っ
た
か
と
怪
し
ん

で
い
た
の
に
、
こ
の
間
ひ
ょ
い
と
気
が
付
い
て
見
た
ら
、
己
は
ど
う
し
て
以
前
、
人
間
だ
っ
た
の
か

と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
し
い
こ
と
だ
。
今
少
し
経
て
ば
、
己
の
中
の
人
間
の
心
は
、
獣
と
し
て

の
習
慣
の
中
に
す
っ
か
り
埋
れ
て
消
え
て
了
う
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
、
古
い
宮
殿
の
礎
が
次
第
に
土

砂
に
埋
没
す
る
よ
う
に
。
そ
う
す
れ
ば
、
し
ま
い
に
己
は
自
分
の
過
去
を
忘
れ
果
て
、
一
匹
の
虎
と
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し
て
狂
い
廻
り
、
今
日
の
よ
う
に
途
で
君
と
出
会
っ
て
も
故
人
と
認
め
る
こ
と
な
く
、
君
を
裂
き
喰

う
て
何
の
悔
も
感
じ
な
い
だ
ろ
う
。
一
体
、
獣
で
も
人
間
で
も
、
も
と
は
何
か
他
の
も
の
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
。
初
め
は
そ
れ
を
憶
え
て
い
る
が
、
次
第
に
忘
れ
て
了
い
、
初
め
か
ら
今
の
形
の
も
の
だ
っ

た
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
？ 

い
や
、
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
。
己
の
中
の
人
間

の
心
が
す
っ
か
り
消
え
て
了
え
ば
、
恐
ら
く
、
そ
の
方
が
、
己
は
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
だ
ろ
う
。
だ

の
に
、
己
の
中
の
人
間
は
、
そ
の
事
を
、
こ
の
上
な
く
恐
し
く
感
じ
て
い
る
の
だ
。
あ
あ
、
全
く
、

ど
ん
な
に
、
恐
し
く
、
哀
し
く
、
切
な
く
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
！ 

己
が
人
間
だ
っ
た
記
憶
の
な
く

な
る
こ
と
を
。
こ
の
気
持
は
誰
に
も
分
ら
な
い
。
誰
に
も
分
ら
な
い
。
己
と
同
じ
身
の
上
に
成
っ
た

者
で
な
け
れ
ば
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
だ
。
己
が
す
っ
か
り
人
間
で
な
く
な
っ
て
了
う
前
に
、
一
つ
頼

ん
で
置
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
山
月
記
」 

虎
曰
く
我
が
前
身
客
呉
楚
に
客
た
り
。
去
歳
方
に
還
る
。
道
汝
墳
に
次
り
忽
ち
に
嬰
り
て
發
狂
し
、

夜
戸
外
に
吾
が
名
を
呼
ぶ
者
あ
る
を
聞
く
。
遂
に
聲
に
応
じ
て
出
で
山
谷
の
間
を
走
り
、
覚
え
ず
左

右
の
手
を
以
て
地
を
攫
み
て
歩
す
。
是
れ
よ
り
心
愈
狠
、
力
愈
倍
せ
る
を
覚
ゆ
。
其
肱
髀
を
視
る
に

及
び
て
は
則
ち
毛
の
生
ぜ
る
あ
り
。
心
甚
だ
之
を
異
す
。
既
に
し
て
渓
に
臨
み
て
影
を
照
ら
せ
ば
已

に
虎
と
成
れ
り
。
悲
慟
す
る
こ
と
と
良
久
し
。
然
れ
ど
も
尚
ほ
生
物
を
攫
み
て
食
ふ
に
忍
ぶ
ず
。
既

に
久
し
く
飢
え
て
忍
ぶ
べ
か
ら
ず
。
遂
に
山
中
の
鹿
豕
獐
兎
を
取
り
て
食
に
充
つ
。
又
久
し
く
し
て

諸
獣
皆
遠
く
避
け
て
得
る
所
な
し
。
飢
益
々
甚
し
。
一
日
婦
人
あ
り
山
下
よ
り
過
ぐ
。
時
正
に
餒
迫

る
。
徘
徊
す
る
こ
と
数
四
、
自
ら
禁
ず
る
能
は
ず
。
遂
に
取
り
て
食
ふ
。
殊
に
甘
美
な
る
を
覚
ゆ
、

今
其
首
飾
尚
ほ
岩
石
の
下
に
在
り
。
是
れ
よ
り
冕
し
て
乗
る
者
、
徒
し
て
行
く
者
、
負
ひ
て
趨
る
者
、

翼
あ
り
て
翔
け
る
者
、
毳
あ
り
て
馳
す
る
者
を
見
れ
ば
、
力
の
及
ぶ
所
悉
く
擒
へ
て
之
を
阻
し
、
立

ち
ち
ど
こ
ろ
に
盡
す
。
率
ね
以
て
常
と
な
す
。
妻
孥
を
念
ひ
朋
友
を
思
は
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、

た
だ
行
の
神
祇
に
負
け
る
を
以
て
、
一
旦
化
し
て
異
獸
と
な
り
、
人
に
靦
づ
る
あ
り
。
故
に
分
と
し

て
見
え
ず
。
嗟
乎
我
れ
と
君
と
は
同
年
に
登
第
し
、
交
契
素
よ
り
厚
し
。
君
は
今
日
天
憲
を
執
り
親

友
に
輝
す
。
而
も
我
は
身
を
林
藪
に
匿
し
永
く
人
寰
を
謝
る
。
躍
り
て
天
を
呼
び
俛
し
て
地
に
泣
く

も
、
身
毀
れ
て
用
ひ
ら
れ
ず
。
是
れ
果
し
て
命
な
る
か
と
。
因
つ
て
呼
吟
咨
嗟
し
殆
ど
自
ら
勝
へ
ず
、

遂
に
泣
く
。
傪
且
つ
問
ひ
て
曰
く
、
君
今
既
に
異
類
と
な
る
、
何
ぞ
尚
ほ
能
く
人
言
す
る
や
と
。
虎

曰
く
、
我
れ
今
形
變
じ
て
心
悟
む
る
の
み
。
此
地
に
居
り
て
よ
り
歳
月
の
多
少
を
知
ら
ず
、
た
だ
草

目
の
栄
枯
を
見
る
の
み
。
近
日
絶
え
て
過
客
な
く
、
久
し
く
飢
え
て
堪
へ
難
し
。
不
幸
に
し
て
故
人

に
唐
突
し
、
慙
惶
す
る
こ
と
殊
に
甚
し
と
。
傪
曰
く
、
君
久
し
く
飢
う
れ
ば
某
に
餘
馬
一
疋
あ
り
、

留
め
て
以
て
贈
と
な
さ
ば
如
何
と
。
虎
曰
く
吾
が
故
人
の
俊
乗
を
食
ふ
は
、
何
ぞ
吾
が
故
人
を
傷
る

に
異
な
ら
ん
や
。
願
く
は
此
を
反
さ
ん
と
。
傪
曰
く
食
籃
中
に
羊
肉
数
斤
あ
り
、
留
め
て
以
て
贈
と



20 

 

な
さ
ば
可
な
ら
ん
か
と
。
又
曰
く
、
我
れ
と
君
と
真
に
忘
形
の
友
な
り
、
而
し
て
我
れ
将
に
託
す
る

所
あ
ら
ん
と
す
、
可
な
ら
ん
か
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
人
虎
伝
」 

  

最
初
の
部
分
に
つ
い
て
、
「
人
虎
伝
」
で
は
「
虎
曰
く
我
が
前
身
客
呉
楚
に
客
た
り
。
去
歳
方
に
還
る
。

道
汝
墳
に
次
り
忽
ち
に
嬰
り
て
發
狂
し
、
夜
戸
外
に
吾
が
名
を
呼
ぶ
者
あ
る
を
聞
く
。」
と
し
、「
山
月
記
」

で
は
「
今
か
ら
一
年
程
前
、
自
分
が
旅
に
出
て
汝
水
の
ほ
と
り
に
泊
っ
た
夜
の
こ
と
、
一
睡
し
て
か
ら
、

ふ
と
眼
を
覚
ま
す
と
、
戸
外
で
誰
か
が
我
が
名
を
呼
ん
で
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。
「
人
虎
伝
」
の
方
は
、

発
狂
し
て
、
外
に
出
た
と
い
う
描
写
で
、「
山
月
記
」
の
方
は
「
発
狂
」
を
あ
え
て
採
用
し
て
い
な
い
。
中

島
敦
は
そ
の
時
点
で
の
李
徴
を
あ
く
ま
で
も
理
性
的
な
存
在
と
し
て
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
違
い

は
非
常
に
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
村
良
衛
氏
は
「
発
狂
」
と
は
気
が
触
れ
た
と
い
っ
た

意
味
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
「
狂
悖
の
性
」
が
発
見
し
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
示
し
て
い
る

注

一

。
確

か
に
、
中
村
氏
の
指
摘
の
通
り
に
、
中
島
敦
の
「
山
月
記
」
の
李
徴
が
一
年
間
に
、
彼
が
「
昔
鈍
物
と
し

て
の
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
其
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
屈
辱
の
状
況
で
、
自
尊

心
を
傷
付
け
ら
れ
た
の
は
想
像
に
は
難
く
な
い
。
し
か
し
、
李
徴
は
生
活
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況

に
我
慢
す
る
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
李
徴
は
そ
の
自
尊
心
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
官
職
に
戻

っ
た
李
徴
が
一
年
経
っ
て
、
遂
に
、
そ
の
抑
え
ら
れ
た
自
尊
心
が
臨
界
に
達
し
、
そ
し
て
李
徴
の
内
面
に

あ
る
「
狂
悖
の
性
」
が
表
に
出
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、「
人
虎
伝
」
の
「
発
狂
」
は
単
に
気
が
狂
う
こ
と
を

示
す
の
で
、
中
島
敦
は
こ
こ
で
「
発
狂
」
を
使
わ
ず
に
、
李
徴
が
自
分
の
「
狂
悖
の
性
」
を
発
見
し
た
こ

と
を
読
者
に
伝
え
、
そ
の
時
点
で
の
李
徴
を
あ
く
ま
で
も
理
性
的
な
存
在
と
し
て
描
い
て
い
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
遂
に
聲
に
応
じ
て
出
で
山
谷
の
間
を
走
り
、
覚
え
ず
左
右
の
手
を
以
て
地

を
攫
み
て
歩
す
。
是
れ
よ
り
心
愈
狠
、
力
愈
倍
せ
る
を
覚
ゆ
。
其
肱
髀
を
視
る
に
及
び
て
は
則
ち
毛
の
生

ぜ
る
あ
り
。
心
甚
だ
之
を
異
す
。
既
に
し
て
渓
に
臨
み
て
影
を
照
ら
せ
ば
已
に
虎
と
成
れ
り
。」
と
し
、「
山

月
記
」
で
は
声
に
応
じ
て
外
へ
出
て
見
る
と
、
声
は
闇
の
中
か
ら
頻
り
に
自
分
を
招
く
。
覚
え
ず
、
自
分

は
声
を
追
う
て
走
り
出
し
た
。
無
我
夢
中
で
駈
け
て
行
く
中
に
、
何
時
し
か
途
は
山
林
に
入
り
、
し
か
も
、

知
ら
ぬ
間
に
自
分
は
左
右
の
手
で
地
を
攫
ん
で
走
っ
て
い
た
。
何
か
身
体
中
に
力
が
充
ち
満
ち
た
よ
う
な

感
じ
で
、
軽
々
と
岩
石
を
跳
び
越
え
て
行
っ
た
。
気
が
付
く
と
、
手
先
や
肱
の
あ
た
り
に
毛
を
生
じ
て
い

る
ら
し
い
。
少
し
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
谷
川
に
臨
ん
で
姿
を
映
し
て
見
る
と
、
既
に
虎
と
な
っ
て
い
た
。」

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
表
現
は
違
っ
て
い
る
が
、
伝
え
て
い
る
意
味
内
容
は
ほ
ぼ
原
文
の
通
り
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
続
い
て
「
山
月
記
」
で
は
「
自
分
は
初
め
眼
を
信
じ
な
か
っ
た
。
次
に
、
こ
れ
は

夢
に
違
い
な
い
と
考
え
た
。
夢
の
中
で
、
こ
れ
は
夢
だ
ぞ
と
知
っ
て
い
る
よ
う
な
夢
を
、
自
分
は
そ
れ
ま

で
に
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
ど
う
し
て
も
夢
で
な
い
と
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
、
自
分
は
茫
然
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と
し
た
。
そ
う
し
て
懼
れ
た
。
全
く
、
ど
ん
な
事
で
も
起
り
得
る
の
だ
と
思
う
て
、
深
く
懼
れ
た
。
し
か

し
、
何
故
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
分
ら
ぬ
。
全
く
何
事
も
我
々
に
は
判
ら
ぬ
。
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
「
人
虎
伝
」
に
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
は
中
島
敦
が
創
作
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
己
内
省
す
る
こ
と
が
で
き
る
理
性
的
な
存
在
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
面
的
心
理
描
写
か
ら
見
る
と
、
ま
さ
し
く
こ
れ
こ
そ
が
近
代
小
説
と
し
て
書
か
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

ま
た
、「
理
由
も
分
ら
ず
に
押
付
け
ら
れ
た
も
の
を
大
人
し
く
受
取
っ
て
、
理
由
も
分
ら
ず
に
生
き
て
行

く
の
が
、
我
々
生
き
も
の
の
さ
だ
め
だ
。」
と
い
う
部
分
は
李
徴
の
人
生
観
が
表
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

虎
に
な
っ
た
李
徴
が
虎
に
な
る
理
由
は
分
か
ら
ず
に
素
直
に
現
実
を
受
け
入
れ
て
生
き
て
い
く
。
中
島
敦

は
こ
の
よ
う
な
、
容
易
に
宿
命
に
妥
協
し
、
現
実
を
受
け
入
れ
る
人
生
観
を
持
つ
李
徴
を
造
型
し
た
。
そ

の
こ
と
で
、
詩
業
と
し
て
も
、
官
職
と
し
て
も
、
中
途
半
端
で
あ
っ
た
李
徴
像
が
よ
り
容
易
に
読
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、「
生
き
も
の
」
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
人
間
ば
か
り
で
は
な
く
、

生
き
物
全
体
に
と
っ
て
の
宿
命
な
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
然
れ
ど
も
尚
ほ
生
物
を
攫
み
て
食
ふ
に
忍
ぶ
ず
。
既
に
久
し
く
飢
え
て
忍

ぶ
べ
か
ら
ず
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
「
山
月
記
」
に
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
島
敦
が
こ
の

部
分
を
カ
ッ
ト
し
た
の
で
あ
る
。
理
屈
っ
ぽ
さ
、
あ
る
い
は
説
明
的
で
あ
る
こ
と
を
捨
て
て
、
よ
り
小
説

的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
こ
れ
に
続
く
部
分
で
一
層
明
ら
か
に
な
る
。

「
人
虎
伝
」
で
は
「
遂
に
山
中
の
鹿
豕
獐
兎
を
取
り
て
食
に
充
つ
。
」
と
し
、
「
山
月
記
」
で
は
「
自
分
は

直
ぐ
に
死
を
想
う
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
眼
の
前
を
一
匹
の
兎
が
駈
け
過
ぎ
る
の
を
見
た
途
端
に
、
自

分
の
中
の
人
間
は
忽
ち
姿
を
消
し
た
。
再
び
自
分
の
中
の
人
間
が
目
を
覚
ま
し
た
時
、
自
分
の
口
は
兎
の

血
に
塗
れ
、
あ
た
り
に
は
兎
の
毛
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
虎
と
し
て
の
最
初
の
経
験
で
あ
っ
た
。
」

と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
れ
は
李
徴
が
野
生
動
物
に
な
っ
た
瞬
間
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
再

び
自
分
の
中
の
人
間
が
目
を
覚
ま
し
た
」
と
い
う
描
写
が
あ
る
こ
と
か
ら
は
李
徴
が
完
全
に
虎
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
虎
と
し
て
の
最
初
の
経
験
で
あ
っ
た
」
と
語
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
又
久
し
く
し
て
諸
獣
皆
遠
く
避
け
て
得
る
所
な
し
。
飢
益
々
甚
し
。
一
日

婦
人
あ
り
山
下
よ
り
過
ぐ
。
時
正
に
餒
迫
る
。
徘
徊
す
る
こ
と
数
四
、
自
ら
禁
ず
る
能
は
ず
。
遂
に
取
り

て
食
ふ
。
殊
に
甘
美
な
る
を
覚
ゆ
、
今
其
首
飾
尚
ほ
岩
石
の
下
に
在
り
。
是
れ
よ
り
冕
し
て
乗
る
者
、
徒

し
て
行
く
者
、
負
ひ
て
趨
る
者
、
翼
あ
り
て
翔
け
る
者
、
毳
あ
り
て
馳
す
る
者
を
見
れ
ば
、
力
の
及
ぶ
所

悉
く
擒
へ
て
之
を
阻
し
、
立
ち
ち
ど
こ
ろ
に
盡
す
。
率
ね
以
て
常
と
な
す
。」
と
し
て
い
る
が
、「
山
月
記
」

に
は
こ
の
部
分
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
人
虎
伝
」
の
方
で
は
、
李
徴
は
人
間
の
女
性

を
食
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
「
甘
美
」
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
も
う
完
全
に
虎



22 

 

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、「
山
月
記
」
で
は
、
李
徴
は
人
間
と
虎
の
間
で
苦
し
ん
で
い

る
。
す
な
わ
ち
「
一
日
の
中
に
必
ず
数
時
間
は
、
人
間
の
心
が
還
っ
て
来
る
。」
と
い
う
表
現
が
、
如
実
に

そ
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
こ
か
ら
の
部
分
こ
そ
が
「
山
月
記
」
の
最
大
の
特
徴
で

あ
る
と
い
え
る
。「
そ
う
い
う
時
に
は
、
曾
て
の
日
と
同
じ
く
、
人
語
も
操
れ
れ
ば
、
複
雑
な
思
考
に
も
堪

え
得
る
し
、
経
書
の
章
句
を
誦
ん
ず
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
の
人
間
の
心
で
、
虎
と
し
て
の
己
の
残
虐
な

行
い
の
あ
と
を
見
、
己
の
運
命
を
ふ
り
か
え
る
時
が
、
最
も
情
な
く
、
恐
し
く
、
憤
ろ
し
い
。」
と
い
う
表

現
が
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
李
徴
は
人
間
の
心
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。 

 

李
徴
が
虎
に
変
身
す
る
経
過
に
つ
い
て
、
中
村
良
衛
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
目
の
前
に
一
匹
の
兎
が
現
れ
、
彼
は
自
ら
の
意
志
と
は
関
わ
り
な
く
、
虎
と

し
て
の
現
実
を
生
き
る
し
か
な
い
こ
と
を
し
た
た
か
に
味
わ
う
。
そ
れ
ｈ
獣
性
の
目
覚
め
と
よ
ぶ
な

ら
、
こ
こ
で
一
旦
姿
を
消
し
た
「
自
分
の
中
の
人
間
」
は
理
性
と
呼
ん
で
も
い
い
。
意
識
と
し
て
は

人
間
な
の
に
、
そ
れ
を
裏
切
る
か
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
虎
と
し
て
の
行
動
を
取
っ
て
し
ま
う
と
い

う
現
実
。
彼
は
そ
れ
を
「
運
命
」
と
い
う
概
念
を
多
用
し
な
が
ら
、
徐
々
に
仕
方
の
な
い
も
の
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
は
、「
人
間
の
心
で
虎
と
し
て
の
己
の
残
虐
な
行
い
の
跡
を
見
、
己

の
運
命
を
振
り
返
る
時
が
、
最
も
情
け
な
く
、
恐
ろ
し
く
、
憤
ろ
し
い
」
と
人
間
（
理
性
）
の
側
か

ら
虎
（
獣
性
）
に
対
す
る
嘆
き
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
、
理
性
の
方
が
変
質
し
、
獣
性
に

侵
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る

注

二

。 

 

ま
た
、
村
上
隆
彦
氏
は
「
李
徴
の
変
身
は
外
面
的
変
身
と
内
面
的
変
身
（
と
仮
り
に
名
づ
け
れ
ば
）
が

乖
離
し
た
形
を
と
っ
て
漸
進
的
に
進
行
し
て
い
る
。
李
徴
に
お
け
る
虎
的
性
格
と
人
間
的
性
格
、
両
者
の

相
関
関
係
あ
る
い
は
相
剋
の
あ
り
さ
ま
を
み
る
と
、
虎
的
性
格
の
進
捗
に
つ
れ
て
か
え
っ
て
内
面
に
あ
る

人
間
的
性
格
は
人
間
的
な
要
素
を
強
め
て
い
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る

注

三

。 

 

一
方
、
松
井
茜
氏
は
「
李
徴
は
、
虎
に
な
っ
た
原
因
は
自
分
の
内
面
に
あ
っ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
同
時
に
、
李
徴
の
虎
へ
の
認
識
が
変
化
し
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。「
人
間
」
と
同
居
し
て
い
た
虎

も
己
の
一
部
分
な
の
だ
と
気
づ
き
、
内
面
の
「
虎
」
を
認
め
た
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る

注

四

。 

 

確
か
に
、
松
井
氏
の
指
摘
の
通
り
に
、
虎
に
な
っ
た
李
徴
は
内
面
的
に
自
分
が
「
虎
」
で
あ
る
こ
と
を

認
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
変
身
の
経
過
は
、
中
村
氏
と
村
上
氏
の
指
摘
の
通
り
に
、
李
徴
の
変
身
は
外
面

的
な
変
身
か
ら
、
内
面
的
な
変
身
へ
、
理
性
か
ら
獣
性
へ
の
変
質
で
あ
る
。
こ
の
変
質
は
、
中
島
敦
は
「
運

命
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
李
徴
の
避
け
ら
れ
な
い
悲
劇
に
対
し
て
の
無
力
感
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、「
山
月
記
」
で
は
「
そ
の
、
人
間
に
か
え
る
数
時
間
も
、
日
を
経
る
に
従
っ
て
次
第
に
短
く
な
っ

て
行
く
。
今
ま
で
は
、
ど
う
し
て
虎
な
ど
に
な
っ
た
か
と
怪
し
ん
で
い
た
の
に
、
こ
の
間
ひ
ょ
い
と
気
が
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付
い
て
見
た
ら
、
己
は
ど
う
し
て
以
前
、
人
間
だ
っ
た
の
か
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
し
い
こ
と
だ
。

今
少
し
経
て
ば
、
己
の
中
の
人
間
の
心
は
、
獣
と
し
て
の
習
慣
の
中
に
す
っ
か
り
埋
れ
て
消
え
て
了
う
だ

ろ
う
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
で
は
李
徴
が
ど
ん
ど
ん
虎
に
な
っ
て
、
人
間
に
か
え
る
時
間
が
短
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
を
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
不
安
は
不
安
に
と
ど
ま
ら
ず
、
李
徴
に
と
っ

て
は
宿
命
的
な
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、「
山
月
記
」
で
は
「
己
の
中
の
人
間
の
心
が
す
っ
か
り
消
え
て
了
え
ば
、
恐
ら
く
、
そ
の
方
が
、

己
は
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
の
に
、
己
の
中
の
人
間
は
、
そ
の
事
を
、
こ
の
上
な
く
恐
し
く
感

じ
て
い
る
の
だ
。」
と
し
て
い
る
。
李
徴
は
自
分
の
心
が
す
っ
か
り
消
え
て
幸
せ
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

一
方
そ
の
こ
と
を
恐
ろ
し
く
感
じ
て
も
い
る
。
そ
の
矛
盾
す
る
感
情
に
李
徴
は
襲
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
頂
点
に
達
す
る
の
は
「
あ
あ
、
全
く
、
ど
ん
な
に
、
恐
し
く
、
哀
し
く
、
切
な
く
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
！
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
気
持
は
誰
に
も
分
ら
な
い
。
誰
に
も
分
ら
な
い
。
」
と
繰

り
返
し
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
に
李
徴
は
圧
倒
的
に
孤
独
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
妻
孥
を
念
ひ
朋
友
を
思
は
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
た
だ
行
の
神
祇
に
負
け

る
を
以
て
、
一
旦
化
し
て
異
獸
と
な
り
、
人
に
靦
づ
る
あ
り
。
故
に
分
と
し
て
見
え
ず
。
嗟
乎
我
れ
と
君

と
は
同
年
に
登
第
し
、
交
契
素
よ
り
厚
し
。
君
は
今
日
天
憲
を
執
り
親
友
に
輝
す
。
而
も
我
は
身
を
林
藪

に
匿
し
永
く
人
寰
を
謝
る
。
躍
り
て
天
を
呼
び
俛
し
て
地
に
泣
く
も
、
身
毀
れ
て
用
ひ
ら
れ
ず
。
是
れ
果

し
て
命
な
る
か
と
。
因
つ
て
呼
吟
咨
嗟
し
殆
ど
自
ら
勝
へ
ず
、
遂
に
泣
く
。
傪
且
つ
問
ひ
て
曰
く
、
君
今

既
に
異
類
と
な
る
、
何
ぞ
尚
ほ
能
く
人
言
す
る
や
と
。
虎
曰
く
、
我
れ
今
形
變
じ
て
心
悟
む
る
の
み
。
此

地
に
居
り
て
よ
り
歳
月
の
多
少
を
知
ら
ず
、
た
だ
草
目
の
栄
枯
を
見
る
の
み
。
近
日
絶
え
て
過
客
な
く
、

久
し
く
飢
え
て
堪
へ
難
し
。
不
幸
に
し
て
故
人
に
唐
突
し
、
慙
惶
す
る
こ
と
殊
に
甚
し
と
。
傪
曰
く
、
君

久
し
く
飢
う
れ
ば
某
に
餘
馬
一
疋
あ
り
、
留
め
て
以
て
贈
と
な
さ
ば
如
何
と
。
虎
曰
く
吾
が
故
人
の
俊
乗

を
食
ふ
は
、
何
ぞ
吾
が
故
人
を
傷
る
に
異
な
ら
ん
や
。
願
く
は
此
を
反
さ
ん
と
。
傪
曰
く
食
籃
中
に
羊
肉

数
斤
あ
り
、
留
め
て
以
て
贈
と
な
さ
ば
可
な
ら
ん
か
と
。
又
曰
く
、
我
れ
と
君
と
真
に
忘
形
の
友
な
り
、

而
し
て
我
れ
将
に
託
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
、
可
な
ら
ん
か
と
。
」
と
し
て
い
る
が
、
「
山
月
記
」
に
は
、
こ

の
部
分
は
ま
っ
た
く
語
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
命
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、「
人
虎
伝
」
に
お
け
る
李
徴
は
自
分
が
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
「
命
」
と
捕
ら
え

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

高
田
瑞
穂
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

「
人
虎
伝
」
中
の
李
徴
に
対
し
て
、「
山
月
記
」
の
彼
は
、
ひ
た
す
ら
、
自
己
の
直
面
し
つ
つ
あ
る

恐
怖
を
告
白
す
る
。
そ
れ
は
二
重
の
恐
怖
で
あ
る
。
立
還
っ
た
「
人
間
の
心
」
に
お
い
て
、「
虎
と
し

て
の
己
の
残
虐
な
行
」
を
ふ
り
か
え
る
恐
怖
と
、「
人
間
の
心
が
還
つ
て
来
る
」
時
間
が
、「
日
を
経

る
に
従
つ
て
次
第
に
短
く
な
つ
て
行
く
」
恐
怖
と
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
恐
怖
は
、
た
が
い
に
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背
反
し
つ
つ
互
に
他
を
成
立
さ
せ
る
点
に
お
い
て
、
相
乗
的
に
二
つ
の
恐
怖
の
そ
れ
ぞ
れ
を
深
刻
に

せ
ず
に
は
い
な
い

注

五

。 

 

確
か
に
、
こ
の
告
白
す
る
場
面
は
李
徴
の
恐
怖
感
が
表
れ
て
い
る
。「
山
月
記
」
の
李
徴
の
呟
く
「
己
の

中
の
人
間
の
心
が
す
っ
か
り
消
え
て
了
え
ば
、
恐
ら
く
、
そ
の
方
が
、
己
は
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
だ
ろ
う
。」

と
の
言
葉
も
、
誇
張
で
は
な
く
、
作
者
本
人
の
実
感
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

「
山
月
記
」
に
お
け
る
李
徴
の
最
初
の
独
白
は
、
そ
の
表
面
上
の
言
葉
以
上
に
根
深
い
作
者
の
人
間
存
在

へ
の
懐
疑
、
不
安
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
続
い
て
李
徴
は
ま
た
言
う
、「
あ

あ
、
全
く
、
ど
ん
な
に
、
恐
し
く
、
哀
し
く
、
切
な
く
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
！
己
が
人
間
だ
っ
た
記
憶
の

な
く
な
る
こ
と
を
。」
こ
れ
は
ま
さ
に
、
李
徴
と
い
う
一
人
の
人
間
存
在
が
滅
び
よ
う
と
す
る
こ
と
を
恐
れ

て
の
叫
び
と
い
え
よ
う
。
人
間
存
在
へ
の
不
安
、
も
し
く
は
矛
盾
し
て
い
る
と
も
い
え
る
気
持
ち
が
こ
こ

で
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。
李
徴
は
人
間
と
虎
と
に
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
っ
た
状
態
に
い
る
。
一
匹
の
兎

を
見
る
と
、
「
人
間
は
忽
ち
姿
を
消
し
」、
再
び
、「
人
間
が
目
を
覚
し
た
時
」、
己
の
運
命
に
恐
れ
、
ま
た

戦
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
今
、
李
徴
は
次
第
に
人
間
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。 

 

以
上
、
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
虎
に
変
身
す
る
経
過
を
告
白
す
る
場
面
に
よ
っ
て
、「
山

月
記
」
で
は
李
徴
が
こ
の
避
け
え
な
い
宿
命
の
中
で
、
不
安
や
孤
独
を
感
じ
て
、
自
分
が
人
間
の
心
を
失

う
こ
と
に
恐
怖
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

詩
人
李
徴 

続
い
て
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
袁
傪
に
詩
を
託
す
場
面
を
比
較
し
て
、
中
島
敦
は
自
分

自
身
が
詩
に
執
着
す
る
李
徴
に
投
影
す
る
こ
と
を
明
に
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。 

 

袁
傪
は
じ
め
一
行
は
、
息
を
の
ん
で
、
叢
中
の
声
の
語
る
不
思
議
に
聞
入
っ
て
い
た
。
声
は
続
け

て
言
う
。 

 
 
 

他
で
も
な
い
。
自
分
は
元
来
詩
人
と
し
て
名
を
成
す
積
り
で
い
た
。
し
か
も
、
業
未
だ
成
ら
ざ
る

に
、
こ
の
運
命
に
立
至
っ
た
。
曾
て
作
る
と
こ
ろ
の
詩
数
百
篇
、
固
よ
り
、
ま
だ
世
に
行
わ
れ
て
お

ら
ぬ
。
遺
稿
の
所
在
も
最
早
判
ら
な
く
な
っ
て
い
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
、
今
も
尚
記
誦
せ
る

も
の
が
数
十
あ
る
。
こ
れ
を
我
が
為
に
伝
録
し
て
戴
き
た
い
の
だ
。
何
も
、
こ
れ
に
仍
っ
て
一
人
前

の
詩
人
面
を
し
た
い
の
で
は
な
い
。
作
の
巧
拙
は
知
ら
ず
、
と
に
か
く
、
産
を
破
り
心
を
狂
わ
せ
て

ま
で
自
分
が
生
涯
そ
れ
に
執
着
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
一
部
な
り
と
も
後
代
に
伝
え
な
い
で
は
、

死
ん
で
も
死
に
切
れ
な
い
の
だ
。 
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袁
傪
は
部
下
に
命
じ
、
筆
を
執
っ
て
叢
中
の
声
に
随
っ
て
書
き
と
ら
せ
た
。
李
徴
の
声
は
叢
の
中

か
ら
朗
々
と
響
い
た
。
長
短
凡
お
三
十
篇
、
格
調
高
雅
、
意
趣
卓
逸
、
一
読
し
て
作
者
の
才
の
非
凡

を
思
わ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
袁
傪
は
感
嘆
し
な
が
ら
も
漠
然
と
次
の
よ
う
に
感
じ

て
い
た
。
成
程
、
作
者
の
素
質
が
第
一
流
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
第
一
流
の
作
品
と
な
る
の
に
は
、
何
処
か
（
非
常
に
微
妙
な
点
に
於
て
）
欠
け
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。 

 
 
 

旧
詩
を
吐
き
終
っ
た
李
徴
の
声
は
、
突
然
調
子
を
変
え
、
自
ら
を
嘲
る
か
如
く
に
言
っ
た
。 

 
 
 

羞
し
い
こ
と
だ
が
、
今
で
も
、
こ
ん
な
あ
さ
ま
し
い
身
と
成
り
果
て
た
今
で
も
、
己
は
、
己
の
詩

集
が
長
安
風
流
人
士
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
様
を
、
夢
に
見
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
岩
窟
の
中

に
横
た
わ
っ
て
見
る
夢
に
だ
よ
。
嗤
っ
て
く
れ
。
詩
人
に
成
り
そ
こ
な
っ
て
虎
に
な
っ
た
哀
れ
な
男

を
。（
袁
傪
は
昔
の
青
年
李
徴
の
自
嘲
癖
を
思
出
し
な
が
ら
、
哀
し
く
聞
い
て
い
た
。
）
そ
う
だ
。
お

笑
い
草
つ
い
で
に
、
今
の
懐
を
即
席
の
詩
に
述
べ
て
見
よ
う
か
。
こ
の
虎
の
中
に
、
ま
だ
、
曾
て
の

李
徴
が
生
き
て
い
る
し
る
し
に
。 

 
 
 

袁
傪
は
又
下
吏
に
命
じ
て
こ
れ
を
書
き
と
ら
せ
た
。
そ
の
詩
に
言
う
。 

  
 
 
 
 

偶
因
狂
疾
成
殊
類 

災
患
相
仍
不
可
逃 

 
 
 
 
 

今
日
爪
牙
誰
敢
敵 

当
時
声
跡
共
相
高 

 
 
 
 
 

我
為
異
物
蓬
茅
下 

君
已
乗
軺
気
勢
豪 

 
 
 
 
 

此
夕
渓
山
対
明
月 

不
成
長
嘯
但
成
嘷 

  
 
 

時
に
、
残
月
、
光
冷
や
か
に
、
白
露
は
地
に
滋
く
、
樹
間
を
渡
る
冷
風
は
既
に
暁
の
近
き
を
告
げ

て
い
た
。
人
々
は
最
早
、
事
の
奇
異
を
忘
れ
、
粛
然
と
し
て
、
こ
の
詩
人
の
薄
倖
を
嘆
じ
た
。
李
徴

の
声
は
再
び
続
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
山
月
記
」 

虎
曰
く
我
れ
舊
文
数
十
篇
あ
り
。
い
ま
だ
代
に
行
は
れ
ず
。
遺
藳
あ
り
と
雖
當
に
儘
く
散
落
す
べ

し
。
君
我
が
為
に
傳
録
せ
ば
、
誠
に
文
人
の
口
閾
に
列
す
る
能
は
ざ
る
も
、
然
も
亦
子
孫
に
傳
ふ
る

を
貴
ぶ
な
り
と
。
傪
即
ち
僕
を
呼
び
筆
を
命
じ
、
其
口
に
随
つ
て
書
せ
し
む
。
二
十
章
に
近
し
。
文

甚
だ
高
く
、
理
甚
だ
遠
し
。
閲
し
て
歎
ず
る
こ
と
再
三
に
至
る
。
虎
曰
く
此
れ
吾
が
平
生
の
業
な
り
。

又
安
ん
ぞ
寝
め
て
傳
へ
ざ
る
を
得
ん
や
と
。
既
に
し
て
又
曰
く
、
吾
れ
詩
一
篇
を
爲
ら
ん
と
欲
す
。

蓋
し
吾
が
外
異
り
と
雖
、
中
異
る
所
な
き
を
表
せ
ん
と
欲
す
。
亦
以
て
吾
が
懐
を
道
ひ
て
吾
が
憤
を

攄
べ
ん
と
欲
す
る
な
り
と
。
傪
復
た
吏
に
命
じ
筆
を
以
て
之
に
授
け
し
む
。
詩
に
曰
く
、 

偶
々
狂
疾
に
因
つ
て
殊
類
と
成
り
、
災
患
相
仍
り
て
逃
る
べ
か
ら
ず
。
今
日
爪
牙
誰
か
敢
て
敵
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せ
ん
。
當
時
聲
跡
共
に
相
高
し
。
我
れ
異
物
と
な
る
蓬
茅
の
下
、
君
已
に
軺
に
乗
り
気
勢
豪
な

り
。
此
夕
渓
山
明
月
に
對
し
、
長
嘯
を
成
さ
ず
し
て
但
嘷
る
を
成
す 

と
。
傪
之
を
覧
て
驚
い
て
曰
く
、
君
の
才
行
我
れ
之
を
知
れ
り
。
而
も
君
の
此
に
至
れ
る
は
、
君

平
生
自
ら
恨
む
あ
る
な
き
を
得
ん
や
と
。
虎
曰
く
二
儀
の
物
を
造
る
、
固
よ
り
親
疎
厚
薄
の
間
な
し
。

其
の
遇
ふ
所
の
時
、
遭
ふ
所
の
數
の
若
き
は
、
吾
れ
又
知
ら
ざ
る
な
り
。
噫
顔
子
の
不
幸
冉
有
の
斯

疾
、
尼
父
常
て
深
く
之
を
歎
ぜ
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
人
虎
伝
」 

  

ま
ず
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
虎
曰
く
我
れ
舊
文
数
十
篇
あ
り
。
い
ま
だ
代
に
行
は
れ
ず
。
遺
藳
あ
り
と
雖

當
に
儘
く
散
落
す
べ
し
。
君
我
が
為
に
傳
録
せ
ば
、
誠
に
文
人
の
口
閾
に
列
す
る
能
は
ざ
る
も
、
然
も
亦

子
孫
に
傳
ふ
る
を
貴
ぶ
な
り
と
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
袁
傪
は
じ
め
一
行
は
、
息
を
の
ん
で
、
叢

中
の
声
の
語
る
不
思
議
に
聞
入
っ
て
い
た
。
声
は
続
け
て
言
う
。
他
で
も
な
い
。
自
分
は
元
来
詩
人
と
し

て
名
を
成
す
積
り
で
い
た
。
し
か
も
、
業
未
だ
成
ら
ざ
る
に
、
こ
の
運
命
に
立
至
っ
た
。
曾
て
作
る
と
こ

ろ
の
詩
数
百
篇
、
固
よ
り
、
ま
だ
世
に
行
わ
れ
て
お
ら
ぬ
。
遺
稿
の
所
在
も
最
早
判
ら
な
く
な
っ
て
い
よ

う
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
、
今
も
尚
記
誦
せ
る
も
の
が
数
十
あ
る
。
こ
れ
を
我
が
為
に
伝
録
し
て
戴
き
た

い
の
だ
。
何
も
、
こ
れ
に
仍
っ
て
一
人
前
の
詩
人
面
を
し
た
い
の
で
は
な
い
。
作
の
巧
拙
は
知
ら
ず
、
と

に
か
く
、
産
を
破
り
心
を
狂
わ
せ
て
ま
で
自
分
が
生
涯
そ
れ
に
執
着
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
一
部
な
り

と
も
後
代
に
伝
え
な
い
で
は
、
死
ん
で
も
死
に
切
れ
な
い
の
だ
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
山
月
記
」

の
前
半
の
部
分
は
表
現
が
違
っ
て
い
る
が
、
意
味
は
ほ
ぼ
「
人
虎
伝
」
と
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
「
何

も
、
こ
れ
に
仍
っ
て
一
人
前
の
詩
人
面
を
し
た
い
の
で
は
な
い
。
作
の
巧
拙
は
知
ら
ず
、
と
に
か
く
、
産

を
破
り
心
を
狂
わ
せ
て
ま
で
自
分
が
生
涯
そ
れ
に
執
着
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
一
部
な
り
と
も
後
代
に

伝
え
な
い
で
は
、
死
ん
で
も
死
に
切
れ
な
い
の
だ
。」
と
い
う
部
分
は
「
人
虎
伝
」
に
は
な
か
っ
た
。
つ
ま

り
、
こ
れ
は
中
島
敦
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
創
作
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
李
徴
が
詩
へ
の
執
着
心
が

表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
山
月
記
」
は
中
島
敦
が
三
十
三
歳
の
時
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
山
月
記
」
は
中
島
敦
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
島
敦
は
「
山
月
記
」
を
創
作
す
る
時
、
ま

だ
小
説
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
中
島
敦
は
病
気
に
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
の
時
の
中

島
敦
自
身
の
姿
か
ら
も
自
分
が
死
ん
で
も
小
説
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
想
像
で
き
る

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
、
中
島
敦
は
自
分
自
身
の
境
遇
と
感
情
を
李
徴
に
投
影
し
た
と
考
え
て
も
い

い
だ
ろ
う
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
傪
即
ち
僕
を
呼
び
筆
を
命
じ
、
其
口
に
随
つ
て
書
せ
し
む
。」
と
し
、「
山

月
記
」
で
は
「
袁
傪
は
部
下
に
命
じ
、
筆
を
執
っ
て
叢
中
の
声
に
随
っ
て
書
き
と
ら
せ
た
。」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
山
月
記
」
は
ほ
ぼ
原
典
通
り
で
あ
る
。 
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続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
二
十
章
に
近
し
。
文
甚
だ
高
く
、
理
甚
だ
遠
し
。
閲
し
て
歎
ず
る
こ
と
再

三
に
至
る
。」
と
し
、「
山
月
記
」
で
は
「
長
短
凡
お
三
十
篇
、
格
調
高
雅
、
意
趣
卓
逸
、
一
読
し
て
作
者

の
才
の
非
凡
を
思
わ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
多
少
表
現
が
違
っ
て
い
た

が
、
意
味
は
ほ
ぼ
原
典
と
同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、「
山
月
記
」
の
方
で
、「
し
か
し
、
袁
傪
は
感
嘆
し
な
が
ら
も
漠
然
と
次
の
よ
う
に
感
じ
て

い
た
。
成
程
、
作
者
の
素
質
が
第
一
流
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
第
一
流
の
作
品
と
な
る
の
に
は
、
何
処
か
（
非
常
に
微
妙
な
点
に
於
て
）
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
「
人
虎
伝
」
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ

の
部
分
も
中
島
敦
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
創
作
で
あ
る
。
従
来
、
研
究
者
た
ち
が
「
何
処
か
（
非
常
に
微
妙
な

点
に
於
て
）
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
し
て
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
。
藤
村
猛
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

何
が
欠
如
し
て
い
る
の
か
を
袁
傪
に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
前
述
し
た
李
徴
の
精
神
的
弱
さ
が

思
い
浮
か
ぶ
が
、
そ
れ
以
外
に
何
が
該
当
し
よ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
為
に
少
し
前
に
戻
っ
て
、
李

徴
の
詩
の
特
徴
を
見
て
み
た
い
。「
格
調
高
雅
、
意
趣
卓
逸
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
奇
妙
な
事
で
は
な
か

ろ
う
か
。
李
徴
が
袁
傪
に
語
っ
た
詩
は
、
彼
が
自
ら
良
し
と
す
る
詩
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ

が
彼
自
身
や
彼
の
生
活
と
距
離
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る

注

六

。 

 

李
徴
が
虎
に
な
る
前
に
生
活
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
詩
は
「
格
調
高

雅
、
意
趣
卓
逸
」
で
、
彼
の
生
活
と
は
離
れ
て
い
る
。
ま
た
、
李
徴
自
身
「
性
、
狷
介
、
自
ら
恃
む
と
こ

ろ
頗
る
厚
く
」
と
い
う
性
格
の
せ
い
で
、
人
と
交
を
絶
っ
た
。
そ
れ
ら
が
原
因
で
、
李
徴
の
詩
作
は
現
実

と
距
離
を
持
っ
て
、
彼
の
詩
を
ど
こ
か
欠
け
た
所
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

藤
村
氏
は
「
何
が
欠
如
し
て
い
る
の
か
を
袁
傪
に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
で

は
李
徴
に
欠
け
て
い
た
の
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
李
徴
の
自
分
の
詩
に
つ
い
て
の
告
白
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 
 

己
は
詩
に
よ
っ
て
名
を
成
そ
う
と
思
い
な
が
ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、
求
め
て
詩
友
と
交
っ

て
切
磋
琢
磨
に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
又
、
己
は
俗
物
の
間
に
伍
す

る
こ
と
も
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。 

  

こ
の
部
分
か
ら
見
る
と
、
李
徴
が
人
と
交
わ
っ
て
切
磋
琢
磨
に
努
め
て
い
な
い
か
ら
、
自
分
が
ひ
た
す

ら
詩
を
作
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
聞
き
手
が
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
自
分
の
詩
の
よ
さ
と
悪
さ
の
評
価
も

聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
原
因
で
、
李
徴
の
詩
は
何
か
が
欠
け
て
い
た
と
感
じ
さ
せ
る
の
だ

ろ
う
。 
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ま
た
、
李
徴
は
妻
子
の
こ
と
を
託
す
時
、
自
嘲
的
な
調
子
で
「
本
当
は
、
先
ず
、
こ
の
事
の
方
を
先
に

お
願
い
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
、
己
が
人
間
だ
っ
た
な
ら
。
飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、

己
の
乏
し
い
詩
業
の
方
を
気
に
か
け
て
い
る
よ
う
な
男
だ
か
ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
堕
す
の
だ
。」
と
言
っ

た
。
こ
の
自
嘲
の
言
葉
か
ら
見
る
と
、
道
徳
の
面
で
、
李
徴
の
人
間
性
も
ま
た
ど
こ
か
欠
け
て
い
る
の
だ

ろ
う
。 

 

さ
ら
に
、
李
徴
が
自
分
の
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る
こ
と
の
卑
怯
と
刻
苦
を
厭
う
こ
と
で
、
専
一
に
腕

を
磨
い
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
李
徴
の
欠
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 
 

「
人
虎
伝
」
に
な
く
、「
山
月
記
」
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
袁
傪
を
通
じ
て
李

徴
の
詩
が
批
判
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。「
し
か
し
、
袁
傪
は
感
嘆
し
な
が
ら
も
漠
然
と
次
の
様
に

感
じ
て
ゐ
た
。
成
程
、
作
者
の
素
質
が
第
一
流
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
儘
で
が
、
第
一
流
の
作
品
と
な
る
の
に
は
、
何
処
か
（
非
常
に
微
妙
な
点
に
於
て
）
欠
け
る
所

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。」
こ
れ
は
中
島
自
身
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
中
島
は
李

徴
の
中
に
自
己
を
投
じ
つ
つ
、
と
き
に
袁
傪
の
中
に
も
自
己
を
分
ち
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
す
る
と
、
こ
の
部
分
は
明
ら
か
に
、
一
の
自
省
で
あ
り
自
己
批
判
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す

る
と
「
非
常
に
微
妙
な
点
に
於
て
」
と
は
、
ど
う
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
島
は

か
え
っ
て
李
徴
を
し
て
そ
の
問
に
答
え
さ
せ
る
。「
嗤
っ
て
呉
れ
。
詩
人
に
成
り
そ
こ
な
っ
て
虎
に
な

っ
た
哀
れ
な
男
を
。」
と
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
一
種
の
同
義
反
覆
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
中
島
は
、

そ
う
い
う
李
徴
の
「
今
の
懐
」
を
「
人
虎
伝
」
中
の
一
詩
に
お
い
て
読
者
に
告
げ
る
。
そ
れ
と
て
も
、

も
ち
ろ
ん
、「
非
常
に
微
細
な
点
」
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
李
徴
は
す

で
に
「
人
虎
伝
」
中
の
人
物
で
あ
る
に
と
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
島
の
筆
は
お
の
ず
か
ら
、
独

自
の
李
徴
観
を
示
す
べ
き
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る

注

七

。 

 

ま
ず
、
高
田
瑞
穂
氏
は
中
島
敦
は
自
分
を
李
徴
に
投
影
し
、
自
省
で
あ
り
自
己
批
判
が
あ
る
ゆ
え
に
、

こ
の
「
非
常
に
微
妙
な
点
」
で
独
自
の
李
徴
観
を
読
者
に
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、「
何
処

か
（
非
常
に
微
妙
な
点
に
於
て
）
欠
け
る
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。」
と
い
う
部
分
は
袁
傪
か
ら
李

徴
の
詩
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
中
島
敦
の
創
作
部
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
中
島
敦
は
袁
傪

の
口
を
借
り
て
、
李
徴
の
詩
に
対
し
て
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
袁
傪
は
李
徴
と

同
年
に
進
士
の
第
に
登
り
、
李
徴
と
同
じ
よ
う
に
才
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
今
の

袁
傪
は
監
察
御
史
で
あ
り
、
李
徴
と
比
較
に
な
ら
な
い
よ
う
に
存
在
で
あ
る
。
中
島
敦
は
袁
傪
の
口
か
ら
、

李
徴
の
詩
に
主
観
的
な
評
価
を
与
え
る
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
非
常
に
微
妙
な
点
に
於
て

欠
け
る
所
を
明
ら
か
に
解
釈
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
中
島
敦
は
自
分
が
袁
傪
に
投
影
し
て
、
虎

に
な
っ
た
李
徴
の
境
遇
、
李
徴
が
詩
に
対
す
る
執
着
を
同
情
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

奥
野
政
元
氏
は
「
欠
け
る
所
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
袁
傪
は
決
定
的
に
李
徴
と
は
異
な
っ
た
一
人
の
作
中
人
物
と
し
て
、
形
像
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
李
徴
と
袁
傪
と
の
、
こ
れ
ら
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
千
葉

一
氏
が
、
特
に
先
の
「
欠
け
る
所
」
云
々
の
持
つ
作
品
中
で
の
意
味
に
ふ
れ
、
そ
れ
が
李
徴
に
対
す

る
残
酷
な
批
評
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
内
言
と
し
て
、
隠
蔽
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て

い
る
。
し
か
し
内
言
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
袁
傪
個
人
の
実
感
な
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
実
感
の
生
み
出
さ
れ
て
く
る
土
台
と
し
て
、
袁
傪
の
個
性
と
、
作
中
人
物
と
し
て
の
存
在
意

味
と
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
李
徴
の
詩
約
二
十
篇
が
、
作
中
で
は
全
く
伏
せ
ら
れ
て
い
る
限
り
、
袁
傪

の
こ
の
感
想
は
確
か
め
よ
う
の
な
い
純
然
た
る
感
じ
て
あ
る
。
ま
た
た
と
え
、
そ
れ
ら
の
詩
が
示
さ

れ
た
と
し
て
も
、
第
一
流
が
否
か
の
判
断
に
は
ど
う
し
て
も
主
観
的
な
も
の
が
つ
き
ま
と
う
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
よ
う
な
主
観
的
限
定
を
つ
け
ら
れ
た
袁
傪
の
個
人
的
判
断
な
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
袁
傪
は
李
徴
の
本
質
と
絶
対
的
に
は
い
入
れ
な
い
そ
の
存
在
意
味
を
開
示
す
る
の

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
李
徴
の
姿
を
一
層
際
だ
た
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
と
言

え
よ
う
。
そ
の
上
袁
傪
は
こ
の
実
感
を
心
に
秘
め
て
、
李
徴
に
は
つ
げ
て
い
た
に
し
て
も
、
か
れ
は

李
徴
の
傍
ら
を
通
り
す
げ
て
い
く
人
で
し
か
な
い
。
袁
傪
の
認
識
、
感
情
、
人
格
の
う
ち
に
、
李
徴

は
収
ま
り
き
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
李
徴
自
身
、
自
分
で
自
分
を
お
さ
め
き
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る

注

八

。 

 

一
方
、
木
村
一
信
氏
は
「
作
者
は
、
袁
傪
と
李
徴
と
を
徴
の
「
詩
」
を
間
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
対
比
的

な
関
係
を
な
す
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
。
一
方
は
、
率
直
に
「
詩
」
へ
の
不
満
足
感
を
抱
き
、
ま
た
一

方
、「
己
の
乏
し
い
詩
業
」
に
「
執
着
」
す
る
の
み
で
、
詩
人
と
し
て
の
地
位
に
対
す
る
心
の
こ
り
は
幾
分

か
有
し
て
い
て
も
、「
詩
」
そ
の
も
の
が
ど
の
程
度
の
出
来
栄
え
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
意

を
払
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る

注

九

」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

で
は
、
袁
傪
は
李
徴
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
袁
傪
は
「
若
く
し
て
名
を
虎
榜

に
連
ね
」
李
徴
の
才
能
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
才
能
が
あ
る
李
徴
は
今
の
虎

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
境
遇
に
つ
い
て
袁
傪
は
李
徴
に
同
情
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
袁
傪
か

ら
見
る
李
徴
は
ど
こ
が
一
番
違
う
の
か
。
李
徴
は
人
と
交
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
見
る
と
、
袁
傪
と
の
違
い

は
孤
独
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
李
徴
が
臆
病
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

さ
て
、
中
島
敦
は
李
徴
と
袁
傪
の
ど
ち
ら
に
、
よ
り
自
己
投
影
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
氏
は
「
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

 

「
産
を
破
り
心
を
狂
は
せ
て
迄
」、
な
お
「
己
の
乏
し
い
詩
業
」
に
「
執
着
」
す
る
李
徴
に
は
、
当

然
、
中
島
の
血
脈
が
分
た
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
李
徴
に
十
二
分
に
好
意
を
も
っ
て
対
面
し

つ
つ
、
冷
静
に
「
詩
」
の
批
評
を
な
し
う
る
袁
傪
の
背
後
に
は
、
中
島
の
〈
自
己
批
評
〉
の
こ
め
ら

れ
た
作
家
の
眼
が
光
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
作
者
は
こ
こ
で
、
二
人
の
対
比
と
い
う
図
式
を
通
し
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て
自
己
の
文
学
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

注

十

。 
ま
ず
、
中
島
敦
は
李
徴
の
境
遇
と
自
分
の
境
遇
に
強
い
共
感
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

中
島
敦
は
冷
静
に
袁
傪
の
視
線
か
ら
李
徴
の
詩
を
評
価
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
熱
心
に
詩
を
語
っ
て
い
た

李
徴
に
中
島
敦
が
自
己
投
影
し
た
と
と
も
に
、
冷
静
な
袁
傪
に
も
投
影
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、「
山
月
記
」
で
は
「
旧
詩
を
吐
き
終
っ
た
李
徴
の
声
は
、
突
然
調
子
を
変
え
、
自
ら
を
嘲
る
か

如
く
に
言
っ
た
。
羞
し
い
こ
と
だ
が
、
今
で
も
、
こ
ん
な
あ
さ
ま
し
い
身
と
成
り
果
て
た
今
で
も
、
己
は
、

己
の
詩
集
が
長
安
風
流
人
士
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
様
を
、
夢
に
見
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
岩
窟
の

中
に
横
た
わ
っ
て
見
る
夢
に
だ
よ
。
嗤
っ
て
く
れ
。
詩
人
に
成
り
そ
こ
な
っ
て
虎
に
な
っ
た
哀
れ
な
男
を
。

（
袁
傪
は
昔
の
青
年
李
徴
の
自
嘲
癖
を
思
出
し
な
が
ら
、
哀
し
く
聞
い
て
い
た
。
）
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

部
分
も
「
人
虎
伝
」
は
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
も
中
島
敦
の
創
作
し
た
部
分
で
あ

る
。
こ
の
李
徴
の
自
嘲
か
ら
み
る
と
、
李
徴
が
詩
人
に
な
り
た
か
っ
た
が
な
れ
な
い
気
持
ち
、
ま
た
、
李

徴
が
も
う
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
実
を
受
容
し
て
、
自
分
の
人
生
は
も
う
失
敗
し
た
と
い
う
感
情
を
読

者
に
伝
え
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、
李
徴
が
即
興
的
に
詩
を
創
作
す
る
場
面
で
、「
人
虎
伝
」
で
は
「
偶
々
狂
疾
に
因
つ
て
殊
類
と

成
り
、
災
患
相
仍
り
て
逃
る
べ
か
ら
ず
。
今
日
爪
牙
誰
か
敢
て
敵
せ
ん
。
當
時
聲
跡
共
に
相
高
し
。
我
れ

異
物
と
な
る
蓬
茅
の
下
、
君
已
に
軺
に
乗
り
気
勢
豪
な
り
。
此
夕
渓
山
明
月
に
對
し
、
長
嘯
を
成
さ
ず
し

て
但
嘷
る
を
成
す
」
と
し
、「
山
月
記
」
で
も
次
の
よ
う
に
同
じ
詩
を
採
用
し
て
い
る
。 

偶
因
狂
疾
成
殊
類 

災
患
相
仍
不
可
逃 

 

今
日
爪
牙
誰
敢
敵 

当
時
声
跡
共
相
高 

我
為
異
物
蓬
茅
下 

君
已
乗
軺
気
勢
豪 

此
夕
渓
山
対
明
月 

不
成
長
嘯
但
成
嘷 

 

詩
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
単
に
山
と
月
の
対
照
だ
け
で
な
く
、
李
徴
は
自
分
を
「
山
」
と
喩
え
、
袁
傪

が
「
月
」
に
喩
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
月
は
山
を
照
ら
し
て
い
る
か
ら
、
李
徴
は
袁
傪
よ
り
自
分
を

卑
し
く
表
し
て
い
た
。
李
徴
は
本
来
袁
傪
と
同
じ
官
吏
で
あ
る
自
分
が
今
虎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
袁

傪
は
今
昇
進
し
て
監
察
御
史
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
詩
は
袁
傪
を
「
月
」
の
よ
う
に
高
め
て
、
自

分
を
「
山
」
の
よ
う
に
低
め
て
詩
を
作
っ
た
も
の
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
中
島
敦
は
こ
の
詩
か
ら
李
徴
の

本
心
が
読
み
取
れ
、
李
徴
の
卑
屈
さ
を
感
じ
た
か
ら
こ
そ
、
李
徴
と
袁
傪
を
代
表
す
る
「
山
」
と
「
月
」

を
題
名
と
し
て
使
っ
た
の
だ
と
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

続
い
て
、「
山
月
記
」
で
は
「
時
に
、
残
月
、
光
冷
や
か
に
、
白
露
は
地
に
滋
く
、
樹
間
を
渡
る
冷
風
は

既
に
暁
の
近
き
を
告
げ
て
い
た
。
人
々
は
最
早
、
事
の
奇
異
を
忘
れ
、
粛
然
と
し
て
、
こ
の
詩
人
の
薄
倖

を
嘆
じ
た
。
李
徴
の
声
は
再
び
続
け
る
。」
と
し
て
い
る
が
、「
人
虎
伝
」
で
は
こ
の
部
分
は
語
ら
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
も
中
島
敦
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
創
作
で
あ
る
。
こ
の
環
境
描
写
か
ら
見
る
と
、
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中
島
敦
は
山
に
い
る
虎
と
冷
や
か
に
照
ら
す
月
を
対
照
さ
せ
る
雰
囲
気
を
描
い
て
、
小
説
と
し
て
の
世
界

を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
雰
囲
気
に
囲
ま
れ
た
李
徴
の
不
幸
が
あ
ざ
や
か
に
読
者
に

伝
わ
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
袁
傪
が
李
徴
の
即
興
の
詩
に
対
し
て
、
「
と
。
傪
之
を
覧
て
驚
い
て
曰
く
、

君
の
才
行
我
れ
之
を
知
れ
り
。
而
も
君
の
此
に
至
れ
る
は
、
君
平
生
自
ら
恨
む
あ
る
な
き
を
得
ん
や
と
。

虎
曰
く
二
儀
の
物
を
造
る
、
固
よ
り
親
疎
厚
薄
の
間
な
し
。
其
の
遇
ふ
所
の
時
、
遭
ふ
所
の
數
の
若
き
は
、

吾
れ
又
知
ら
ざ
る
な
り
。
噫
顔
子
の
不
幸
冉
有
の
斯
疾
、
尼
父
常
て
深
く
之
を
歎
ぜ
り
。」
と
い
う
評
価
が

あ
る
。
一
方
、「
山
月
記
」
で
は
こ
の
部
分
は
語
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
島
敦
は
こ
の
部
分

を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
山
月
記
」
の
方
で
は
、
袁
傪
は
李
徴
が
三
十
篇
詩
を
託
す
時
に
、

李
徴
の
詩
を
評
価
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
の
「
顔
子
」、
「
冉
有
」
、「
尼
父
」
と
い
う
人
物
は
当

時
の
読
者
た
ち
に
は
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
は
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
李
徴
が
袁
傪
に
詩
を
託
す
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
か
ら
比
べ
る
と
、
中
島
敦
は
自
身

の
感
情
を
李
徴
に
投
影
し
、
李
徴
が
詩
人
に
な
り
た
か
っ
た
が
な
れ
な
い
気
持
ち
を
読
者
に
伝
え
、
李
徴

の
不
幸
を
読
者
に
共
感
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

 

注
一 

中
村
良
衛 

「
李
徴
と
は
誰
か
―
―
『
山
月
記
』
私
論
―
―
」 

日
本
文
学
第
四
十
九
巻 

日
本

文
学
協
会 

二
〇
〇
〇
年
二
月 

注
二 

同
注
一 

注
三 

村
上
隆
彦 

「
李
徴
に
つ
い
て
―
―
中
島
敦
「
山
月
記
」
書
付
け
」 

親
和
国
文
（
十
五
） 

親

和
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

一
九
八
〇
年
十
二
月 

注
四 

松
井
茜 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
に
つ
い
て
」 

愛
知
大
学
国
文
学
第
四
十
五
号 

愛
知
大
学
国

文
学
会 

平
成
十
七
年
十
二
月 

注
五 

高
田
瑞
穗 

「
山
月
記
（
二
）」 

国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
五
巻
第
三
号 

学
灯
社 

一

九
六
〇
年
一
月 

注
六 

藤
村
猛 

『
中
島
敦
研
究
』 

平
成
十
年
十
二
月
二
十
日 

溪
水
社 

注
七 

高
田
瑞
穗 

「
山
月
記
（
三
）」 

国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
五
巻
第
四
号 

学
灯
社 

一

九
六
〇
年
二
月 

注
八 

奥
野
政
元 

「『
山
月
記
』
ノ
ー
ト
」 

活
水
日
文 

二
二 

活
水
女
子
大
学 

一
九
九
一
年
三
月 

注
九 

木
村
一
信 

『
中
島
敦
論
』 

双
文
社 

昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
二
日 

注
十 

管
見 

「
何
処
か
（
非
常
に
微
妙
な
点
に
於
て
）
缺
け
る
所
」 

（
木
村
一
信 

『
中
島
敦
論
』 

双
文
社
） 

昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
二
日 
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第
三
章 

虎
に
な
っ
た
李
徴 

第
一
節 
李
徴
の
告
白 

 

続
い
て
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
の
告
白
す
る
場
面
を
比
較
し
て
、
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
原

因
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

何
故
こ
ん
な
運
命
に
な
っ
た
か
判
ら
ぬ
と
、
先
刻
は
言
っ
た
が
、
し
か
し
、
考
え
よ
う
に
依
れ
ば
、

思
い
当
る
こ
と
が
全
然
な
い
で
も
な
い
。
人
間
で
あ
っ
た
時
、
己
は
努
め
て
人
と
の
交
を
避
け
た
。

人
々
は
己
を
倨
傲
だ
、
尊
大
だ
と
い
っ
た
。
実
は
、
そ
れ
が
殆
ど
羞
恥
心
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
人
々
は
知
ら
な
か
っ
た
。
勿
論
、
曾
て
の
郷
党
の
鬼
才
と
い
わ
れ
た
自
分
に
、
自
尊
心
が
無
か

っ
た
と
は
云
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
臆
病
な
自
尊
心
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
己
は

詩
に
よ
っ
て
名
を
成
そ
う
と
思
い
な
が
ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、
求
め
て
詩
友
と
交
っ
て
切
磋

琢
磨
に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
又
、
己
は
俗
物
の
間
に
伍
す
る
こ
と

も
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
共
に
、
我
が
臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
と
の
所
為
で
あ
る
。
己

の
珠
に
非
ざ
る
こ
と
を
惧
れ
る
が
故
に
、
敢
て
刻
苦
し
て
磨
こ
う
と
も
せ
ず
、
又
、
己
の
珠
な
る
べ

き
を
半
ば
信
ず
る
が
故
に
、
碌
々
と
し
て
瓦
に
伍
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
己
は
次
第
に
世
と

離
れ
、
人
と
遠
ざ
か
り
、
憤
悶
と
慙
恚
と
に
よ
っ
て
益
々
己
の
内
な
る
臆
病
な
自
尊
心
を
飼
い
ふ
と

ら
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。
人
間
は
誰
で
も
猛
獣
使
で
あ
り
、
そ
の
猛
獣
に
当
る
の
が
、
各
人
の
性
情

だ
と
い
う
。
己
の
場
合
、
こ
の
尊
大
な
羞
恥
心
が
猛
獣
だ
っ
た
。
虎
だ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
が
己
を
損

い
、
妻
子
を
苦
し
め
、
友
人
を
傷
つ
け
、
果
て
は
、
己
の
外
形
を
か
く
の
如
く
、
内
心
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
変
え
て
了
っ
た
の
だ
。
今
思
え
ば
、
全
く
、
己
は
、
己
の
有
っ
て
い
た
僅
か
ば
か
り
の
才

能
を
空
費
し
て
了
っ
た
訳
だ
。
人
生
は
何
事
を
も
為
さ
ぬ
に
は
余
り
に
長
い
が
、
何
事
か
を
為
す
に

は
余
り
に
短
い
な
ど
と
口
先
ば
か
り
の
警
句
を
弄
し
な
が
ら
、
事
実
は
、
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る

か
も
知
れ
な
い
と
の
卑
怯
な
危
惧
と
、
刻
苦
を
厭
う
怠
惰
と
が
己
の
凡
て
だ
っ
た
の
だ
。
己
よ
り
も

遥
か
に
乏
し
い
才
能
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
専
一
に
磨
い
た
が
た
め
に
、
堂
々
た
る
詩
家
と
な
っ

た
者
が
幾
ら
で
も
い
る
の
だ
。
虎
と
成
り
果
て
た
今
、
己
は
漸
く
そ
れ
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
を
思

う
と
、
己
は
今
も
胸
を
灼
か
れ
る
よ
う
な
悔
を
感
じ
る
。
己
に
は
最
早
人
間
と
し
て
の
生
活
は
出
来

な
い
。
た
と
え
、
今
、
己
が
頭
の
中
で
、
ど
ん
な
優
れ
た
詩
を
作
っ
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
い

う
手
段
で
発
表
で
き
よ
う
。
ま
し
て
、
己
の
頭
は
日
毎
に
虎
に
近
づ
い
て
行
く
。
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
だ
。
己
の
空
費
さ
れ
た
過
去
は
？ 

己
は
堪
ら
な
く
な
る
。
そ
う
い
う
時
、
己
は
、
向
う
の
山
の

頂
の
巖
に
上
り
、
空
谷
に
向
っ
て
吼
る
。
こ
の
胸
を
灼
く
悲
し
み
を
誰
か
に
訴
え
た
い
の
だ
。
己
は

昨
夕
も
、
彼
処
で
月
に
向
っ
て
咆
え
た
。
誰
か
に
こ
の
苦
し
み
が
分
っ
て
貰
え
な
い
か
と
。
し
か
し
、

獣
ど
も
は
己
の
声
を
聞
い
て
、
唯
、
懼
れ
、
ひ
れ
伏
す
ば
か
り
。
山
も
樹
も
月
も
露
も
、
一
匹
の
虎
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が
怒
り
狂
っ
て
、
哮
っ
て
い
る
と
し
か
考
え
な
い
。
天
に
躍
り
地
に
伏
し
て
嘆
い
て
も
、
誰
一
人
己

の
気
持
を
分
っ
て
く
れ
る
者
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、
人
間
だ
っ
た
頃
、
己
の
傷
つ
き
易
い
内
心
を
誰

も
理
解
し
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
。
己
の
毛
皮
の
濡
れ
た
の
は
、
夜
露
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
山
月
記
」 

若
し
其
自
ら
恨
む
所
を
反
求
せ
ば
、
則
ち
吾
れ
亦
之
あ
り
。
定
め
て
此
に
因
る
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
。

吾
れ
故
人
に
遇
ふ
。
則
ち
自
ら
匿
す
所
な
し
。
吾
れ
常
て
之
を
記
す
。
南
陽
の
郊
外
に
於
て
嘗
て
一

孀
婦
に
私
す
。
其
家
竊
に
之
を
知
り
、
常
に
我
を
害
せ
ん
と
の
心
あ
り
。
孀
婦
是
れ
よ
り
再
び
合
ふ

を
得
ず
。
吾
れ
因
つ
て
風
に
乗
じ
て
火
を
縦
ち
、
一
家
数
人
儘
く
之
を
焚
殺
し
て
去
る
。
此
を
恨
と

な
す
の
み
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
人
虎
伝
」 

 

李
徴
が
虎
に
な
っ
た
理
由
を
告
白
す
る
場
面
で
は
、「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」
で
は
全
然
違
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

「
人
虎
伝
」
に
よ
る
と
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
原
因
は
、
あ
る
寡
婦
と
通
じ
た
の
を
家
人
に
発
見
さ
れ
、

逢
瀬
を
阻
ま
れ
た
の
で
、
怒
っ
て
風
を
幸
い
放
火
し
て
、
一
家
を
殺
し
た
罪
の
報
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
虎
に
な
っ
た
原
因
は
全
く
異
な
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
佐
々
木
充
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

中
島
敦
は
「
変
身
」
と
い
う
要
素
に
対
し
て
、
そ
れ
が
外
因
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
極
め
で
デ
リ
ケ

ー
ト
な
、
人
間
の
心
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
あ
る
こ
と
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
じ
め
て
、「
変

身
」
と
い
う
非
現
実
的
要
素
の
奇
異
性
が
、
単
な
る
物
語
へ
の
興
味
性
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
の
内
心

劇
の
葛
藤
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
生
き
始
め
る
の
で
あ
る

注

一

。 

一
方
、「
山
月
記
」
で
は
李
徴
が
虎
に
な
る
原
因
は
「
人
虎
伝
」
と
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

「
山
月
記
」
を
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
割
し
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

人
間
で
あ
っ
た
時
、
己
は
努
め
て
人
と
の
交
を
避
け
た
。
人
々
は
己
を
倨
傲
だ
、
尊
大
だ
と
い
っ

た
。
実
は
、
そ
れ
が
殆
ど
羞
恥
心
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
人
々
は
知
ら
な
か
っ
た
。
勿
論
、

曾
て
の
郷
党
の
鬼
才
と
い
わ
れ
た
自
分
に
、
自
尊
心
が
無
か
っ
た
と
は
云
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

は
臆
病
な
自
尊
心
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
己
は
詩
に
よ
っ
て
名
を
成
そ
う
と
思
い
な
が

ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、
求
め
て
詩
友
と
交
っ
て
切
磋
琢
磨
に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
か

っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
又
、
己
は
俗
物
の
間
に
伍
す
る
こ
と
も
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
共
に
、
我
が

臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
と
の
所
為
で
あ
る
。
己
の
珠
に
非
ざ
る
こ
と
を
惧
れ
る
が
故
に
、

敢
て
刻
苦
し
て
磨
こ
う
と
も
せ
ず
、
又
、
己
の
珠
な
る
べ
き
を
半
ば
信
ず
る
が
故
に
、
碌
々
と
し
て
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瓦
に
伍
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
己
は
次
第
に
世
と
離
れ
、
人
と
遠
ざ
か
り
、
憤
悶
と
慙
恚
と

に
よ
っ
て
益
々
己
の
内
な
る
臆
病
な
自
尊
心
を
飼
い
ふ
と
ら
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
中
で
、「
臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
」
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
中
島
敦
の
独
創

に
よ
る
場
面
で
あ
る
。
「
臆
病
」
、「
尊
大
」、
「
自
尊
心
」、「
羞
恥
心
」
を
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

で
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

「
臆
病
」
―
―
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
恐
れ
お
の
の
く
こ
と
。
気
の
小
さ
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
さ
ま
。
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
人
。
小
心

注

二

。 

「
尊
大
」
―
―
他
人
に
対
し
、
い
か
に
も
え
ら
ぶ
っ
た
態
度
を
と
る
こ
と
。
横
柄
で
高
慢
な
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
お
お
ふ
う
。
ご
う
ま
ん

注

三

。 

「
自
尊
心
」
―
―
自
尊
の
気
持
。
自
分
を
尊
び
他
か
ら
の
干
渉
を
う
け
な
い
で
、
品
位
を
保
と
う
と

す
る
心
理
や
態
度
。
プ
ラ
イ
ド

注

四

。 

「
羞
恥
心
」
―
―
は
ず
か
し
い
と
感
じ
る
気
持
。
は
じ
ら
い
の
気
持

注

五

。 

人
間
は
自
己
の
欲
望
に
忠
実
に
は
生
き
ら
れ
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
理
想
と
現

実
の
隔
絶
は
短
い
ほ
ど
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
現
実
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
挫
折
を
重
ね
な
が
ら
、

他
人
と
そ
し
て
社
会
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
生
き
て
い
く
。
そ
れ
は
も
ろ
い
危
険
な
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
を
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
自
己
を
主
張
し
自
信
が
あ
れ
ば
、
自
尊
心
の
塊
と
な
り
傲
慢
と
な
る
。

そ
し
て
他
人
を
圧
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
己
を
殺
し
、
自
分
の
無
力
さ
を
知
る
と
き
臆
病
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
人
間
は
完
璧
で
は
い
ら
れ
な
い
た
め
、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
に
は
、
得
意
で
は
な
い
も
の
が

あ
る
は
ず
で
、
不
得
意
な
も
の
を
人
の
前
に
見
せ
る
と
き
羞
恥
心
が
出
る
の
で
あ
る
。
自
尊
心
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
羞
恥
心
が
生
じ
る
わ
け
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
人
間
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

佐
々
木
氏
は
ま
た
「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
い
う
言
葉
は
中
島
敦
の
個
性
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

注

六

。
氏
は

「
山
月
記
」
だ
け
で
は
な
く
、
初
期
の
私
小
説
風
の
作
品
で
あ
る
「
か
め
れ
お
ん
日
記
」
と
「
狼
疾
記
」

に
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
変
奏
の
形
で
流
れ
て
い
た
し
、
ま
た
そ
こ
で
は
直
接
「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
い

う
言
葉
も
使
わ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
中
島
敦
の
ア
キ
レ
ス
腱
的
要
素
の
ご
と
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
れ
は
、
積
極
的
に
自
我
の
在
り
よ
う
を
、
見
事
に
定
着
し
た
も
の
と
い
う
深

い
同
感
を
も
っ
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
原
因
を
告
白
す
る
場

面
に
は
、
中
島
敦
の
経
歴
の
反
映
が
あ
る
だ
ろ
う
。
中
島
敦
は
東
大
国
文
科
を
へ
て
教
職
に
つ
き
、
か
た

わ
ら
英
文
学
、
中
国
文
学
を
研
究
し
た
。
父
祖
か
ら
の
漢
学
の
教
養
に
、
そ
の
広
い
読
書
か
ら
得
た
独
自

な
近
代
的
憂
愁
を
加
味
し
て
、
知
識
人
の
宿
命
、
孤
独
を
唱
え
た
作
家
で
、
彼
の
出
現
は
戦
時
の
空
白
時

代
の
文
壇
の
思
い
が
け
ぬ
収
穫
と
し
て
、
河
上
徹
太
郎
、
渡
辺
一
夫
、
手
塚
富
雄
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
批

評
家
、
作
家
の
賞
讃
を
博
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
島
敦
が
病
気
で
倒
れ
て
、
文
学
に
執
着
す
る
気
持
ち
や
、
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人
間
の
宿
命
的
な
悲
し
み
か
ら
、「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
「
尊
大
な
羞
恥
心
」
が
生
み
出
す
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。 

 

人
間
は
誰
で
も
猛
獣
使
で
あ
り
、
そ
の
猛
獣
に
当
る
の
が
、
各
人
の
性
情
だ
と
い
う
。
己
の
場
合
、

こ
の
尊
大
な
羞
恥
心
が
猛
獣
だ
っ
た
。
虎
だ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
が
己
を
損
い
、
妻
子
を
苦
し
め
、
友

人
を
傷
つ
け
、
果
て
は
、
己
の
外
形
を
か
く
の
如
く
、
内
心
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
え
て
了
っ
た

の
だ
。
今
思
え
ば
、
全
く
、
己
は
、
己
の
有
っ
て
い
た
僅
か
ば
か
り
の
才
能
を
空
費
し
て
了
っ
た
訳

だ
。
人
生
は
何
事
を
も
為
さ
ぬ
に
は
余
り
に
長
い
が
、
何
事
か
を
為
す
に
は
余
り
に
短
い
な
ど
と
口

先
ば
か
り
の
警
句
を
弄
し
な
が
ら
、
事
実
は
、
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
卑
怯

な
危
惧
と
、
刻
苦
を
厭
う
怠
惰
と
が
己
の
凡
て
だ
っ
た
の
だ
。
己
よ
り
も
遥
か
に
乏
し
い
才
能
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
れ
を
専
一
に
磨
い
た
が
た
め
に
、
堂
々
た
る
詩
家
と
な
っ
た
者
が
幾
ら
で
も
い
る
の

だ
。
虎
と
成
り
果
て
た
今
、
己
は
漸
く
そ
れ
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
を
思
う
と
、
己
は
今
も
胸
を
灼

か
れ
る
よ
う
な
悔
を
感
じ
る
。 

 

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、「
こ
の
尊
大
な
羞
恥
心
が
猛
獣
だ
っ
た
。」
と
再
度
語
っ
て
い
る
。
木
村
東
吉
氏

の
『
山
月
記
』
の
成
立
期
考
で
、『
山
月
記
』
の
初
期
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
メ
モ
で
は
、
「
羞
恥
心
」
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
た
と
し
て
い
る

注

七

。「
羞
恥
」
と
い
う
言
葉
は
、
恥
を
感
じ
る
状
況
か
ら
逃
げ
た
い
、
も
し

く
は
恥
を
感
じ
た
記
憶
を
消
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
李
徴
は
自
分
の
「
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る
か
も

知
れ
な
い
と
の
卑
怯
な
危
惧
」
と
「
刻
苦
を
厭
う
怠
惰
」
に
気
が
付
き
、
羞
恥
心
が
ま
す
ま
す
膨
ら
ん
で

く
る
。
ま
た
、
李
徴
が
自
ら
の
自
嘲
的
な
言
葉
か
ら
見
る
と
、
李
徴
は
自
分
の
中
途
半
端
な
心
構
え
の
せ

い
で
、
詩
家
と
し
て
名
を
成
せ
な
い
こ
と
に
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
の
後
悔
を
感
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
中
島

敦
は
李
徴
の
悔
し
さ
を
読
者
に
も
感
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
高
田
瑞
穂
氏
は
「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
「
尊

大
な
羞
恥
心
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
二
つ
の
心
は
、
実
は
一
つ
の
も
の
の
表
と
裏
と
で
あ
っ
た
。
李
徴
は
刻
苦
し
て
学
ん
で
も
、

結
局
自
分
に
詩
人
た
る
の
天
分
の
な
い
こ
と
を
自
ら
証
明
す
る
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
恐
れ

た
た
め
に
、
つ
い
に
無
心
に
勉
め
励
む
こ
と
を
な
し
得
な
か
っ
た

注

八

。 

ま
た
、
山
本
周
子
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

こ
こ
に
出
さ
れ
た
「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
「
尊
大
な
羞
恥
心
」
と
は
逆
接
的
表
現
で
あ
り
な
が
ら

同
義
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
互
い
に
相
容
れ
ぬ
対
立
物
で
は
な
く
本
質
は
同
じ
く
す
る

「
性
情
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
者
が
李
徴
の
場
合
一
人
の
人
間
の
中
で
互
い
に
均
衡
を

崩
し
な
が
ら
つ
き
進
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
二
者
は
明
ら
か
に
「
文
学
」
に
関
係
づ
け

て
考
え
ら
れ
て
い
る

注

九

。 
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確
か
に
、
李
徴
の
場
合
も
「
臆
病
」、
「
自
尊
心
」、「
尊
大
」
、「
羞
恥
心
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
立
的
な
言
葉

で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
実
は
同
一
の
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
李
徴

が
自
尊
心
の
面
に
お
い
て
も
や
は
り
才
能
の
不
足
に
対
す
る
不
安
を
抱
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
臆
病
で
消

極
的
な
態
度
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
自
己
に
詩
才
の
な
い
こ
と
を
他
人
の
前
に
露
見
す
る
こ
と

を
恐
れ
て
、
遂
に
羞
恥
心
を
飼
い
ふ
と
ら
せ
る
。
ま
た
、
袁
傪
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
李
徴
が
自
分
と

袁
傪
の
比
較
を
き
か
っ
け
に
、
こ
の
「
尊
大
な
羞
恥
心
」
と
「
臆
病
な
自
尊
心
」
が
虎
に
な
る
原
因
と
し

て
自
ら
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
尊
大
な
羞
恥
心
」
と
「
臆
病
な
自
尊
心
」
に
対

し
て
後
悔
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。 

続
い
て
、
李
徴
が
次
の
よ
う
に
語
り
続
け
て
い
る
。 

 

己
に
は
最
早
人
間
と
し
て
の
生
活
は
出
来
な
い
。
た
と
え
、
今
、
己
が
頭
の
中
で
、
ど
ん
な
優
れ

た
詩
を
作
っ
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
い
う
手
段
で
発
表
で
き
よ
う
。
ま
し
て
、
己
の
頭
は
日
毎

に
虎
に
近
づ
い
て
行
く
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
。
己
の
空
費
さ
れ
た
過
去
は
？ 

己
は
堪
ら
な
く

な
る
。
そ
う
い
う
時
、
己
は
、
向
う
の
山
の
頂
の
巖
に
上
り
、
空
谷
に
向
っ
て
吼
る
。
こ
の
胸
を
灼

く
悲
し
み
を
誰
か
に
訴
え
た
い
の
だ
。
己
は
昨
夕
も
、
彼
処
で
月
に
向
っ
て
咆
え
た
。
誰
か
に
こ
の

苦
し
み
が
分
っ
て
貰
え
な
い
か
と
。
し
か
し
、
獣
ど
も
は
己
の
声
を
聞
い
て
、
唯
、
懼
れ
、
ひ
れ
伏

す
ば
か
り
。
山
も
樹
も
月
も
露
も
、
一
匹
の
虎
が
怒
り
狂
っ
て
、
哮
っ
て
い
る
と
し
か
考
え
な
い
。

天
に
躍
り
地
に
伏
し
て
嘆
い
て
も
、
誰
一
人
己
の
気
持
を
分
っ
て
く
れ
る
者
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、

人
間
だ
っ
た
頃
、
己
の
傷
つ
き
易
い
内
心
を
誰
も
理
解
し
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
。
己
の
毛
皮
の

濡
れ
た
の
は
、
夜
露
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。 

 

こ
の
部
分
に
、
注
意
が
必
要
な
の
は
「
僅
か
ば
か
り
の
才
能
を
空
費
し
て
了
っ
た
」、
「
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
だ
。
己
の
空
費
さ
れ
た
過
去
は
？
」
と
い
う
言
葉
の
「
空
費
」
で
あ
る
。
李
徴
は
「
才
能
」
を
空
し

く
費
し
て
し
ま
っ
た
と
嘆
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
「
才
能
」
を
育
て
る
た
め
に
か
か
っ
た
時
間
も
無
駄

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
李
徴
が
こ
の
才
能
や
時
間
を
失
っ
た
こ
と
を
覚
悟
し
た
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
木
村
一
信
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
詩
家
と
し
て
の
名
」
を
あ
げ
る
こ
と
に
李
徴
の
存
在
は
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
が
、
そ

の
「
願
望
」
も
す
で
に
滅
び
た
と
い
っ
て
も
よ
い
時
、
李
徴
は
「
フ
ハ
フ
ハ
し
た
訳
の
分
か
ら
な
い

も
の
に
成
り
果
て
」（『
悟
浄
出
世
』）
と
い
う
自
分
を
発
見
す
る
。
ま
さ
に
獣
に
化
そ
う
と
す
る
自
己

の
姿
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
の
変
身
の
原
因
に
つ
い
て
語
っ
た
場
面
か
ら
、
人
間
存

在
へ
の
深
い
懐
疑
に
根
ざ
し
た
「
滅
び
」
へ
の
恐
怖
を
見
て
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
く
し
て
こ
の

場
面
に
お
い
て
も
同
様
の
恐
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
「
人
間
」
と
し
て
、
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詩
人
と
し
て
の
可
能
性
を
も
失
っ
て
し
ま
っ
て
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
さ
え
確
認
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
恐
れ
と
い
う
よ
り
、
自
分
の
至
っ
た
境
遇
に
対
す
る
悲
哀
の
感
情
と
言
っ
た
方
が

よ
い

注

十

。 

李
徴
は
官
吏
と
し
て
も
、
詩
人
と
し
て
も
中
途
半
端
で
社
会
活
動
の
中
で
み
ず
か
ら
の
性
格
に
破
れ
て

い
く
。
そ
の
た
め
、「
尊
大
な
羞
恥
心
」
と
「
臆
病
な
自
尊
心
」
を
「
飼
い
ふ
と
ら
せ
る
」
李
徴
は
遂
に
虎

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
自
己
懐
疑
、
さ
ら
に
木
村
氏
の
指
摘
の
通
り
、「
人
間
存
在
へ
の
懐
疑
に
恐
怖
」
を

感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
李
徴
が
山
の
頂
の
巖
に
上
り
、
空
谷
に
向
っ
て
吼
っ
て
、
自
分
の

境
遇
に
対
し
て
の
怒
り
と
悲
し
さ
を
表
れ
て
い
る
。 

以
上
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
虎
に
な
っ
た
理
由
を
告
白
す
る
場
面
に
よ
っ
て
、
「
人
虎

伝
」
は
要
す
る
に
虎
に
な
っ
た
男
の
怪
異
譚
で
あ
る
が
、「
山
月
記
」
に
は
詩
人
の
悲
し
み
や
作
者
自
身
の

感
情
が
貫
か
れ
て
い
る
。
中
島
敦
は
自
分
の
思
い
や
極
限
状
況
に
お
け
る
人
間
の
悲
劇
を
あ
る
素
材
を
借

り
て
見
事
に
文
学
化
し
て
「
山
月
記
」
を
創
作
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
中
島
敦
は
虎
に

な
っ
た
李
徴
の
「
誰
か
に
こ
の
苦
し
み
が
分
っ
て
貰
え
な
い
か
」
と
い
う
孤
独
と
虎
の
外
観
に
人
間
の
心

を
持
つ
悲
し
さ
と
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

家
族
の
問
題
と
別
れ 

 

続
い
て
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
袁
傪
に
妻
子
の
こ
と
を
託
す
場
面
を
比
較
し
た
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
原
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

漸
く
四
辺
の
暗
さ
が
薄
ら
い
で
来
た
。
木
の
間
を
伝
っ
て
、
何
処
か
ら
か
、
暁
角
が
哀
し
げ
に
響

き
始
め
た
。 

最
早
、
別
れ
を
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
酔
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
、（
虎
に
還
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
）
近

づ
い
た
か
ら
、
と
、
李
徴
の
声
が
言
っ
た
。
だ
が
、
お
別
れ
す
る
前
に
も
う
一
つ
頼
み
が
あ
る
。
そ

れ
は
我
が
妻
子
の
こ
と
だ
。
彼
等
は
未
だ
虢
略
に
い
る
。
固
よ
り
、
己
の
運
命
に
就
い
て
は
知
る
筈

が
な
い
。
君
が
南
か
ら
帰
っ
た
ら
、
己
は
既
に
死
ん
だ
と
彼
等
に
告
げ
て
貰
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
決

し
て
今
日
の
こ
と
だ
け
は
明
か
さ
な
い
で
欲
し
い
。
厚
か
ま
し
い
お
願
だ
が
、
彼
等
の
孤
弱
を
憐
れ

ん
で
、
今
後
と
も
道
塗
に
飢
凍
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
計
ら
っ
て
戴
け
る
な
ら
ば
、
自
分
に
と
っ

て
、
恩
倖
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
莫
い
。 

 
 
 

言
終
っ
て
、
叢
中
か
ら
慟
哭
の
声
が
聞
え
た
。
袁
も
ま
た
涙
を
泛
べ
、
欣
ん
で
李
徴
の
意
に
副
い

た
い
旨
を
答
え
た
。
李
徴
の
声
は
し
か
し
忽
ち
又
先
刻
の
自
嘲
的
な
調
子
に
戻
っ
て
、
言
っ
た
。 

 
 
 

本
当
は
、
先
ず
、
こ
の
事
の
方
を
先
に
お
願
い
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
、
己
が
人
間
だ
っ
た
な
ら
。

飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
己
の
乏
し
い
詩
業
の
方
を
気
に
か
け
て
い
る
よ
う
な
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男
だ
か
ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
堕
す
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
山
月
記
」 

傪
曰
く
、
平
昔
の
故
人
な
り
、
安
ん
ぞ
不
可
な
る
あ
ら
ん
や
。
恨
む
ら
く
は
未
だ
知
何
如
事
な
る

か
を
知
ら
ず
、
願
く
は
盡
く
之
を
敎
へ
よ
と
。
虎
曰
く
君
我
に
許
さ
ず
ん
ば
我
れ
何
ぞ
敢
て
言
は
ん
、

君
既
に
我
に
許
せ
り
、
豈
隱
す
あ
ら
ん
や
、
初
め
我
れ
逆
旅
の
中
に
於
て
疾
の
為
に
發
狂
し
、
既
に

荒
山
に
入
る
。
而
し
て
僕
者
我
が
乘
馬
衣
囊
を
驅
り
悉
く
逃
げ
去
る
。
吾
が
妻
孥
尚
ほ
虢
略
に
在
り
。

豈
我
が
化
し
て
異
類
と
な
れ
る
を
知
ら
ん
や
。
君
南
よ
り
回
ら
ば
為
に
書
を
齎
し
て
吾
が
妻
孥
尚
ほ

ひ
、
た
だ
云
へ
、
我
れ
已
に
死
せ
り
と
。
今
日
の
事
を
言
ふ
な
か
れ
。
之
を
志
せ
と
。
乃
ち
曰
く
、

吾
れ
人
世
に
於
て
且
つ
資
業
な
し
。
子
あ
る
も
尚
ほ
稚
し
。
固
よ
り
自
ら
謀
り
難
し
。
君
の
位
周
行

に
列
り
、
素
よ
り
風
義
を
秉
る
。
昔
日
の
分
、
豈
他
人
能
く
右
ら
ん
や
。
必
ず
望
む
、
其
孤
弱
を
念

ひ
、
時
に
之
を
賑
䘏
し
、
道
途
に
殍
死
せ
し
む
る
な
く
ん
ば
、
亦
恩
の
大
な
る
も
の
な
り
と
。
言
ひ

已
り
て
又
悲
泣
す
。
傪
も
亦
泣
い
て
曰
く
、
傪
と
足
下
と
休
戚
同
じ
。
然
ら
ば
則
ち
足
下
の
子
な
り
。

當
に
力
め
て
厚
命
に
副
ふ
べ
し
。
又
何
ぞ
其
の
至
ら
ざ
る
を
虞
れ
ん
や
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
人
虎
伝
」 

 

こ
の
後
に
、「
山
月
記
」
で
は
「
人
虎
伝
」
に
は
な
い
次
の
よ
う
な
情
景
描
写
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。 

 

漸
く
四
辺
の
暗
さ
が
薄
ら
い
で
来
た
。
木
の
間
を
伝
っ
て
、
何
処
か
ら
か
、
暁
角
が
哀
し
げ
に
響

き
始
め
た
。 

 

こ
の
情
景
描
写
に
よ
っ
て
、「
山
月
記
」
は
原
典
よ
り
も
ず
っ
と
小
説
と
し
て
の
世
界
を
作
り
上
げ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

続
い
て
、「
山
月
記
」
で
は
、
李
徴
が
袁
傪
に
妻
子
の
こ
と
を
託
す
場
面
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

最
早
、
別
れ
を
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
酔
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
、（
虎
に
還
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
）
近

づ
い
た
か
ら
、
と
、
李
徴
の
声
が
言
っ
た
。
だ
が
、
お
別
れ
す
る
前
に
も
う
一
つ
頼
み
が
あ
る
。
そ

れ
は
我
が
妻
子
の
こ
と
だ
。
彼
等
は
未
だ
虢
略
に
い
る
。
固
よ
り
、
己
の
運
命
に
就
い
て
は
知
る
筈

が
な
い
。
君
が
南
か
ら
帰
っ
た
ら
、
己
は
既
に
死
ん
だ
と
彼
等
に
告
げ
て
貰
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
決

し
て
今
日
の
こ
と
だ
け
は
明
か
さ
な
い
で
欲
し
い
。
厚
か
ま
し
い
お
願
だ
が
、
彼
等
の
孤
弱
を
憐
れ

ん
で
、
今
後
と
も
道
塗
に
飢
凍
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
計
ら
っ
て
戴
け
る
な
ら
ば
、
自
分
に
と
っ

て
、
恩
倖
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
莫
い
。 

言
終
っ
て
、
叢
中
か
ら
慟
哭
の
声
が
聞
え
た
。
袁
も
ま
た
涙
を
泛
べ
、
欣
ん
で
李
徴
の
意
に
副
い

た
い
旨
を
答
え
た
。 
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一
方
、「
人
虎
伝
」
で
は
妻
子
の
こ
と
に
あ
た
る
部
分
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

  
 

傪
曰
く
、
平
昔
の
故
人
な
り
、
安
ん
ぞ
不
可
な
る
あ
ら
ん
や
。
恨
む
ら
く
は
未
だ
知
何
如
事
な
る
か

を
知
ら
ず
、
願
く
は
盡
く
之
を
敎
へ
よ
と
。
虎
曰
く
君
我
に
許
さ
ず
ん
ば
我
れ
何
ぞ
敢
て
言
は
ん
、

君
既
に
我
に
許
せ
り
、
豈
隱
す
あ
ら
ん
や
、
初
め
我
れ
逆
旅
の
中
に
於
て
疾
の
為
に
發
狂
し
、
既
に

荒
山
に
入
る
。
而
し
て
僕
者
我
が
乘
馬
衣
囊
を
驅
り
悉
く
逃
げ
去
る
。
吾
が
妻
孥
尚
ほ
虢
略
に
在
り
。

豈
我
が
化
し
て
異
類
と
な
れ
る
を
知
ら
ん
や
。
君
南
よ
り
回
ら
ば
為
に
書
を
齎
し
て
吾
が
妻
孥
尚
ほ

ひ
、
た
だ
云
へ
、
我
れ
已
に
死
せ
り
と
。
今
日
の
事
を
言
ふ
な
か
れ
。
之
を
志
せ
と
。
乃
ち
曰
く
、

吾
れ
人
世
に
於
て
且
つ
資
業
な
し
。
子
あ
る
も
尚
ほ
稚
し
。
固
よ
り
自
ら
謀
り
難
し
。
君
の
位
周
行

に
列
り
、
素
よ
り
風
義
を
秉
る
。
昔
日
の
分
、
豈
他
人
能
く
右
ら
ん
や
。
必
ず
望
む
、
其
孤
弱
を
念

ひ
、
時
に
之
を
賑
䘏
し
、
道
途
に
殍
死
せ
し
む
る
な
く
ん
ば
、
亦
恩
の
大
な
る
も
の
な
り
と
。
言
ひ

已
り
て
又
悲
泣
す
。
傪
も
亦
泣
い
て
曰
く
、
傪
と
足
下
と
休
戚
同
じ
。
然
ら
ば
則
ち
足
下
の
子
な
り
。

當
に
力
め
て
厚
命
に
副
ふ
べ
し
。
又
何
ぞ
其
の
至
ら
ざ
る
を
虞
れ
ん
や
と
。 

  

両
方
を
比
べ
て
み
る
と
、
表
現
が
多
少
違
っ
て
い
る
が
、
伝
え
て
い
る
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ

こ
で
、
李
徴
が
虎
に
な
っ
て
も
、
妻
子
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
袁
傪
に
託
す
こ
と
か
ら
み
る
と
、
李
徴
が
完

全
に
虎
に
は
な
ら
ず
、
心
の
中
に
は
道
徳
観
と
人
間
性
が
ま
た
残
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
人

虎
伝
」
に
あ
っ
て
は
、
先
に
「
妻
子
の
こ
と
」
を
託
し
て
、
そ
れ
に
続
け
て
李
徴
が
「
詩
」
に
言
及
し
、

そ
の
伝
録
を
袁
傪
に
依
頼
し
て
い
る
。
一
方
、
「
山
月
記
」
に
あ
っ
て
は
そ
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

順
序
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
李
徴
の
詩
へ
の
執
着
心
を
よ
り
強
く
読
者
に
伝
え
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
妻
子
の
こ
と
を
想
う
人
間
的
な
感
情
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
た
、「
山
月
記
」
で
は
そ
の
続
き
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

李
徴
の
声
は
し
か
し
忽
ち
又
先
刻
の
自
嘲
的
な
調
子
に
戻
っ
て
、
言
っ
た
。 

本
当
は
、
先
ず
、
こ
の
事
の
方
を
先
に
お
願
い
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
、
己
が
人
間
だ
っ
た
な
ら
。

飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
己
の
乏
し
い
詩
業
の
方
を
気
に
か
け
て
い
る
よ
う
な

男
だ
か
ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
堕
す
の
だ
。 

  

「
山
月
記
」
の
李
徴
は
「
妻
子
の
こ
と
」
よ
り
「
己
の
詩
業
」
を
優
先
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
後
、

李
徴
の
「
飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
己
の
乏
し
い
詩
業
の
方
を
気
に
か
け
て
い
る
よ
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う
な
男
だ
か
ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
堕
す
の
だ
。」
と
い
う
自
嘲
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

作
者
の
重
大
な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
中
島
敦
は
虎
に
な
っ
た
李
徴
に

人
間
性
が
残
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、
李
徴

の
詩
へ
の
執
着
の
深
さ
も
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
袁
傪
に
妻
子
の
こ
と
を
託
す
場
面
に
よ
っ
て
、
中
島
敦
は

道
徳
観
と
人
間
性
が
ま
た
残
っ
て
い
る
李
徴
を
造
型
し
た
が
、
そ
こ
に
は
李
徴
の
詩
へ
の
執
着
の
深
さ
が

表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

続
い
て
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
と
袁
傪
の
別
れ
の
場
面
を
比
較
し
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原

文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
う
し
て
、
附
加
え
て
言
う
こ
と
に
、
袁
傪
が
嶺
南
か
ら
の
帰
途
に
は
決
し
て
こ
の
途
を
通
ら
な

い
で
欲
し
い
、
そ
の
時
に
は
自
分
が
酔
っ
て
い
て
故
人
を
認
め
ず
に
襲
い
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
か

ら
。
又
、
今
別
れ
て
か
ら
、
前
方
百
歩
の
所
に
あ
る
、
あ
の
丘
に
上
っ
た
ら
、
此
方
を
振
り
か
え
っ

て
見
て
貰
い
た
い
。
自
分
は
今
の
姿
を
も
う
一
度
お
目
に
掛
け
よ
う
。
勇
に
誇
ろ
う
と
し
て
で
は
な

い
。
我
が
醜
悪
な
姿
を
示
し
て
、
以
て
、
再
び
此
処
を
過
ぎ
て
自
分
に
会
お
う
と
の
気
持
を
君
に
起

さ
せ
な
い
為
で
あ
る
と
。 

 
  

袁
傪
は
叢
に
向
っ
て
、
懇
ろ
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
馬
に
上
っ
た
。
叢
の
中
か
ら
は
、
又
、
堪
え

得
ざ
る
が
如
き
悲
泣
の
声
が
洩
れ
た
。
袁
傪
も
幾
度
か
叢
を
振
返
り
な
が
ら
、
涙
の
中
に
出
発
し
た
。 

 
  

一
行
が
丘
の
上
に
つ
い
た
時
、
彼
等
は
、
言
わ
れ
た
通
り
に
振
返
っ
て
、
先
程
の
林
間
の
草
地
を
眺

め
た
。
忽
ち
、
一
匹
の
虎
が
草
の
茂
み
か
ら
道
の
上
に
躍
り
出
た
の
を
彼
等
は
見
た
。
虎
は
、
既
に

白
く
光
を
失
っ
た
月
を
仰
い
で
、
二
声
三
声
咆
哮
し
た
か
と
思
う
と
、
又
、
元
の
叢
に
躍
り
入
っ
て
、

再
び
そ
の
姿
を
見
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
山
月
記
」 

虎
曰
く
、
使
し
て
回
る
の
日
、
幸
に
道
を
他
郡
に
取
れ
、
再
び
此
途
に
遊
ぶ
な
か
れ
。
吾
れ
今
日

尚
ほ
悟
む
る
も
一
日
都
て
醉
は
ば
即
ち
君
此
を
過
ぐ
る
も
、
吾
れ
既
に
省
せ
ず
、
将
に
足
下
を
歯
牙

の
間
に
碎
か
ん
と
す
。
終
に
士
林
の
笑
と
成
ら
ん
。
此
れ
吾
が
切
祝
な
り
。
君
前
み
去
る
こ
と
と
百

餘
歩
、
小
山
に
上
り
下
視
さ
ば
盡
く
見
え
ん
。
此
に
将
に
君
を
し
て
我
を
見
し
め
ん
と
す
。
勇
を
矜

ら
ん
と
欲
す
る
に
あ
ら
ず
。
君
を
し
て
見
て
復
た
再
び
此
を
過
ぎ
ざ
ら
し
め
ん
と
な
り
。
即
ち
吾
が

故
人
を
待
つ
の
薄
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
と
。
復
た
曰
く
君
都
に
還
り
吾
が
友
人
妻
子
を
見
る
も
、
慎

ん
で
今
日
の
事
を
言
ふ
な
か
れ
。
吾
れ
久
し
く
使
旆
を
留
め
王
程
を
稽
滞
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
願
く

は
子
と
訣
れ
ん
と
。
別
を
敍
す
る
こ
と
甚
だ
久
し
。
傪
乃
ち
再
拝
し
て
馬
に
上
り
草
茅
中
を
回
視
し
、

悲
泣
聞
く
に
忍
び
ざ
る
所
な
り
。
傪
亦
大
に
慟
き
行
く
こ
と
数
里
、
嶺
に
登
り
て
之
を
看
れ
ば
、
則

ち
虎
林
中
よ
り
躍
り
出
で
て
咆
哮
し
、
巖
谷
皆
震
る
。
後
南
中
よ
り
回
る
。
乃
ち
他
道
を
取
り
復
た

此
に
由
ら
ず
。
使
を
遣
し
書
及
び
賻
贈
の
禮
を
持
ち
徴
が
子
に
訃
せ
し
む
。
月
餘
に
し
て
徴
が
子
虢
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略
よ
り
京
に
入
り
、
傪
に
詣
り
て
先
人
の
柩
を
求
む
。
傪
已
む
を
得
ず
具
に
其
傳
を
疏
し
、
遂
に
己

が
俸
を
以
て
均
給
す
。
徴
が
妻
子
飢
凍
を
免
る
。
傪
、
後
、
官
兵
部
侍
郎
に
至
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ｢

人
虎
伝｣

 

  

ま
ず
、
李
徴
と
袁
傪
の
別
れ
の
最
初
の
場
面
に
お
い
て
、「
山
月
記
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
う
し
て
、
附
加
え
て
言
う
こ
と
に
、
袁
傪
が
嶺
南
か
ら
の
帰
途
に
は
決
し
て
こ
の
途
を
通
ら
な

い
で
欲
し
い
、
そ
の
時
に
は
自
分
が
酔
っ
て
い
て
故
人
を
認
め
ず
に
襲
い
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
か

ら
。
又
、
今
別
れ
て
か
ら
、
前
方
百
歩
の
所
に
あ
る
、
あ
の
丘
に
上
っ
た
ら
、
此
方
を
振
り
か
え
っ

て
見
て
貰
い
た
い
。
自
分
は
今
の
姿
を
も
う
一
度
お
目
に
掛
け
よ
う
。
勇
に
誇
ろ
う
と
し
て
で
は
な

い
。
我
が
醜
悪
な
姿
を
示
し
て
、
以
て
、
再
び
此
処
を
過
ぎ
て
自
分
に
会
お
う
と
の
気
持
を
君
に
起

さ
せ
な
い
為
で
あ
る
と
。 

袁
傪
は
叢
に
向
っ
て
、
懇
ろ
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
馬
に
上
っ
た
。
叢
の
中
か
ら
は
、
又
、
堪

え
得
ざ
る
が
如
き
悲
泣
の
声
が
洩
れ
た
。
袁
傪
も
幾
度
か
叢
を
振
返
り
な
が
ら
、
涙
の
中
に
出
発
し

た
。 一

行
が
丘
の
上
に
つ
い
た
時
、
彼
等
は
、
言
わ
れ
た
通
り
に
振
返
っ
て
、
先
程
の
林
間
の
草
地
を

眺
め
た
。
忽
ち
、
一
匹
の
虎
が
草
の
茂
み
か
ら
道
の
上
に
躍
り
出
た
の
を
彼
等
は
見
た
。 

  

そ
れ
に
対
し
て｢

人
虎
伝｣

の
ほ
う
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

虎
曰
く
、
使
し
て
回
る
の
日
、
幸
に
道
を
他
郡
に
取
れ
、
再
び
此
途
に
遊
ぶ
な
か
れ
。
吾
れ
今
日

尚
ほ
悟
む
る
も
一
日
都
て
醉
は
ば
即
ち
君
此
を
過
ぐ
る
も
、
吾
れ
既
に
省
せ
ず
、
将
に
足
下
を
歯
牙

の
間
に
碎
か
ん
と
す
。
終
に
士
林
の
笑
と
成
ら
ん
。
此
れ
吾
が
切
祝
な
り
。
君
前
み
去
る
こ
と
と
百

餘
歩
、
小
山
に
上
り
下
視
さ
ば
盡
く
見
え
ん
。
此
に
将
に
君
を
し
て
我
を
見
し
め
ん
と
す
。
勇
を
矜

ら
ん
と
欲
す
る
に
あ
ら
ず
。
君
を
し
て
見
て
復
た
再
び
此
を
過
ぎ
ざ
ら
し
め
ん
と
な
り
。
即
ち
吾
が

故
人
を
待
つ
の
薄
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
と
。
復
た
曰
く
君
都
に
還
り
吾
が
友
人
妻
子
を
見
る
も
、
慎

ん
で
今
日
の
事
を
言
ふ
な
か
れ
。
吾
れ
久
し
く
使
旆
を
留
め
王
程
を
稽
滞
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
願
く

は
子
と
訣
れ
ん
と
。
別
を
敍
す
る
こ
と
甚
だ
久
し
。
傪
乃
ち
再
拝
し
て
馬
に
上
り
草
茅
中
を
回
視
し
、

悲
泣
聞
く
に
忍
び
ざ
る
所
な
り
。
傪
亦
大
に
慟
き
行
く
こ
と
数
里
、
嶺
に
登
り
て
之
を
看
れ
ば
、
則

ち
虎
林
中
よ
り
躍
り
出
で
て
咆
哮
し
、
巖
谷
皆
震
る
。 

 

両
方
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
表
現
が
多
少
違
っ
て
い
る
が
、
伝
え
て
い
る
意
味
は
ほ
ぼ
同
じ
と
認
め
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。 
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と
こ
ろ
が
、
最
後
の
部
分
は
、「
山
月
記
」
で
は
「
虎
は
、
既
に
白
く
光
を
失
っ
た
月
を
仰
い
で
、
二
声

三
声
咆
哮
し
た
か
と
思
う
と
、
又
、
元
の
叢
に
躍
り
入
っ
て
、
再
び
そ
の
姿
を
見
な
か
っ
た
。」
と
し
、｢

人

虎
伝｣

で
は
「
後
南
中
よ
り
回
る
。
乃
ち
他
道
を
取
り
復
た
此
に
由
ら
ず
。
使
を
遣
し
書
及
び
賻
贈
の
禮
を

持
ち
徴
が
子
に
訃
せ
し
む
。
月
餘
に
し
て
徴
が
子
虢
略
よ
り
京
に
入
り
、
傪
に
詣
り
て
先
人
の
柩
を
求
む
。

傪
已
む
を
得
ず
具
に
其
傳
を
疏
し
、
遂
に
己
が
俸
を
以
て
均
給
す
。
徴
が
妻
子
飢
凍
を
免
る
。
傪
、
後
、

官
兵
部
侍
郎
に
至
る
。」
と
し
て
い
る
。
中
島
敦
は｢

人
虎
伝｣

の
最
後
の
部
分
を
削
除
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
新
井
通
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

「
袁
傪
と
の
別
れ
」
に
お
い
て
、
李
徴
は
自
己
へ
の
気
付
き
の
完
結
を
迎
え
、
今
ま
で
の
李
徴
で

は
あ
り
得
な
か
っ
た
他
者
へ
の
配
慮
を
見
せ
、
自
己
の
恥
部
を
見
せ
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
者
へ
と

変
化
さ
せ
て
い
る
。
李
徴
は
「
発
狂
」
と
い
う
形
か
ら
、
自
己
へ
の
気
付
き
と
い
う
自
己
回
顧
を

実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る

注

十

一

。 

 

確
か
に
、
中
島
敦
は
こ
こ
で
「
人
虎
伝
」
の
よ
う
な
人
情
話
を
書
く
意
図
が
な
か
っ
た
。
中
島
敦
は
月

に
向
か
っ
て
吼
え
た
虎
の
姿
で
虎
に
な
っ
た
李
徴
の
悲
し
さ
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
山
月
記
』
の
作
者
中
島
敦
は
最
後
の
部
分
を
物
語
の
枠
組
み
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
、
精
神
の
「
病
理
」

故
に
虎
に
変
身
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
悲
劇
的
詩
人
の
姿
を
友
人
袁
傪
と
の
劇
的
な
再
会
か
ら
別
れ

の
緊
迫
し
た
数
時
間
の
中
で
描
き
出
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
と
袁
傪
の
別
れ
の
場
面
の
比
較
に
よ
っ
て
、
中
島
敦
は
虎
に

な
っ
た
李
徴
の
悲
し
さ
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
。 

 

「
山
月
記
」
と
そ
の
原
典
で
あ
る
「
人
虎
伝
」
の
比
較
に
よ
っ
て
、「
山
月
記
」
は
「
人
虎
伝
」
を
基
づ

い
て
、
中
島
敦
の
自
分
な
り
の
創
作
を
書
き
加
え
て
、
詩
作
に
執
着
す
る
李
徴
を
造
型
し
、
李
徴
の
詩
人

と
し
て
も
官
吏
と
し
て
も
の
挫
折
感
、
こ
の
避
け
え
な
い
宿
命
に
不
安
と
孤
独
感
、
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
し
み

を
感
じ
て
い
る
悲
し
み
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
山
月
記
」
の
魅
力
は
中
島
敦
が
見
事
に
自
分
自
身
を
李
徴
と
袁
傪
に
投
影
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
病

気
に
苦
し
ん
で
い
る
中
島
敦
が
李
徴
に
託
し
て
、
自
分
自
身
が
文
学
に
執
着
す
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、

一
方
、
袁
傪
に
も
投
影
し
、
自
分
自
自
身
の
才
能
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
自
己
懐
疑
、
自
己
批
判
も
し

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
山
月
記
」
を
読
み
終
わ
っ
て
、
人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
し
み
を
苦
し
み
な
が
ら
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
間
の
悲
し
さ
を
読
者
の
心
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
山
月
記
」
を
通
し
て
、
痛
烈
な
作
家

的
な
生
き
か
た
を
見
ら
れ
、
作
者
中
島
敦
の
姿
も
生
々
し
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

注
一 

佐
々
木
充 

『
中
島
敦
の
文
学
』 

昭
和
五
十
一
年
六
月 

桜
楓
社 

注
二 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
二
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二
〇
〇
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〇
年
一
二
月 

注
三 
北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
八
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二
〇
〇

〇
年
一
二
月 

注
四 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
六
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二
〇
〇

〇
年
一
二
月 

注
五 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
六
巻 

小
学
館
株
式
会
社 

二
〇
〇

〇
年
一
二
月 

注
六 

佐
々
木
充 

『
中
島
敦
』 
昭
和
五
十
年
五
月 

桜
楓
社 

注
七 

木
村
東
吉 

「「
山
月
記
」
成
立
期
考
」 

国
文
学
攷
（
八
十
二
） 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

一

九
七
九
年
六
月 

注
八 

高
田
瑞
穂 

「
山
月
記(

三)

」 

国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
五
巻
第
四
号 

学
燈
社 

一

九
六
〇
年
二
月 

注
九 

山
本
周
子 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
考
」 

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
（
二
十
九
） 

二
松
学
舎

大
学
人
文
学
会 

一
九
八
四
年 

注
十 

木
村
一
信 

「『
山
月
記
』
論
―
―
〈
滅
び
〉
へ
の
恐
れ
―
―
」 
『
中
島
敦
論
』 

双
文
社 

昭

和
六
十
一
年
二
月
二
十
二
日 

注
十
一 

新
井
通
郎 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
の
世
界
」 

二
松
大
学
院
紀
要
二
十
二 

二
〇
〇
八 

二

松
学
舎
大
学 
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結
び 「

山
月
記
」
と
そ
の
原
典
で
あ
る
「
人
虎
伝
」
を
表
現
に
則
し
て
比
較
し
て
、
第
一
章
の
そ
れ
ぞ
れ
冒

頭
部
分
の
比
較
か
ら
見
る
と
、「
山
月
記
」
は
ほ
ぼ
「
人
虎
伝
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
島
敦
は

自
分
の
創
作
を
文
中
に
書
き
加
え
て
、
詩
作
に
耽
っ
た
李
徴
を
造
型
し
、
ま
た
、
作
者
と
し
て
名
を
成
す

こ
と
を
望
ん
で
い
た
中
島
敦
は
自
身
の
姿
を
李
徴
に
投
影
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
官
吏
と
し
て
も
、

詩
人
と
し
て
も
挫
折
を
経
験
し
た
李
徴
が
自
尊
心
が
傷
つ
く
こ
と
を
詳
し
く
書
き
加
え
て
い
る
こ
と
で
、

読
者
が
李
徴
が
遂
に
発
狂
に
至
っ
た
こ
と
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
素
地
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
李
徴
と
袁
傪
の
出
会
い
の
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
か
ら
比
べ
る
と
、「
山
月
記
」
は
ほ

ぼ
「
人
虎
伝
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
島
敦
は
自
分
の
創
作
を
文
中
に
書
き
加
え
る
こ
と
で
、

李
徴
の
袁
傪
に
対
し
て
の
卑
屈
感
、
袁
傪
に
会
い
た
い
が
、
自
分
の
姿
を
見
せ
た
く
な
い
矛
盾
し
た
気
持

ち
、
化
け
物
で
あ
る
李
徴
の
羞
恥
心
を
読
者
に
生
々
し
く
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

「
山
月
記
」
の
李
徴
は
「
詩
家
と
し
て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺
そ
う
」
と
い
う
執
念
に
は
中
島
敦
本
人

も
共
感
を
持
つ
だ
ろ
う
。「
山
月
記
」
は
中
島
敦
が
三
十
三
歳
の
時
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
山
月
記
」
は
中
島
敦
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
島
敦
は
「
山
月
記
」
を
創
作
す
る
時
、
ま

だ
小
説
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
中
島
敦
は
病
気
に
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
の
時
の
中

島
敦
自
身
も
自
分
が
死
ん
で
も
小
説
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
中
島
敦
の
も
う
一
篇
の
作
品
『
光
と
風
と
夢
』
の
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
託
し
て
洩

ら
し
た
次
の
言
葉
に
も
通
じ
る
心
情
で
あ
る
。
「
人
生
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
文
学
で
し
か
な
く
な
っ
た
。

文
学
を
創
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
歓
び
で
も
な
く
苦
し
み
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
そ
れ
と
よ
り
言
い
よ
う
の

な
い
も
の
で
あ
る
。」
物
語
に
詩
人
と
い
う
存
在
を
設
定
す
る
必
然
性
に
は
、
中
島
の
願
望
と
も
い
う
べ
き

決
意
が
あ
っ
た
。
そ
の
決
意
が
あ
る
ゆ
え
に
、
中
島
敦
は
詩
作
に
耽
っ
た
李
徴
を
造
型
し
、
二
つ
の
挫
折

を
経
験
さ
せ
、
自
身
の
姿
を
李
徴
に
投
影
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
章
は
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
虎
に
変
身
す
る
経
過
を
告
白
す
る
場
面
に
よ
っ
て
、「
山

月
記
」
で
は
李
徴
が
こ
の
避
け
え
な
い
宿
命
の
中
で
、
不
安
や
孤
独
を
感
じ
て
、
自
分
が
人
間
の
心
を
失

う
こ
と
に
恐
怖
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
李
徴
が
袁
傪
に
詩
を
託
す
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
か
ら
比
べ
る
と
、
中
島
敦
は
自

身
の
感
情
を
李
徴
に
投
影
し
、
李
徴
が
詩
人
に
な
り
た
か
っ
た
が
な
れ
な
か
っ
た
気
持
ち
を
読
者
に
伝
え
、

李
徴
の
不
幸
を
読
者
に
共
感
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

 

中
島
敦
は
虎
に
な
っ
た
李
徴
が
家
族
の
こ
と
よ
り
先
に
詩
を
託
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
に
執
着
す
る
李

徴
を
造
型
し
た
。
し
か
し
、
詩
に
執
着
し
た
李
徴
の
詩
は
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
李
徴
の
詩
人
に
な

り
た
か
っ
た
が
な
れ
な
い
気
持
ち
や
、
虎
に
な
っ
た
避
け
え
な
い
宿
命
の
中
で
の
不
安
や
孤
独
を
読
者
に

感
じ
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
こ
こ
に
、
不
安
や
孤
独
の
詩
人
李
徴
像
が
造
型
さ
れ
る
に
い
た
っ
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た
の
で
あ
る
。 

 

第
三
章
は
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
そ
れ
ぞ
れ
虎
に
な
っ
た
理
由
を
告
白
す
る
場
面
に
よ

っ
て
、「
人
虎
伝
」
で
は
要
す
る
に
虎
に
な
っ
た
男
の
怪
異
譚
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、「
山
月
記
」
で

は
詩
人
の
悲
し
み
や
作
者
自
身
の
感
情
が
貫
か
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
中
島
敦
は
自
分
の
思
い
や
極

限
状
況
に
お
け
る
人
間
の
悲
劇
を
、
あ
る
素
材
を
借
り
て
見
事
に
文
学
化
し
て
「
山
月
記
」
を
創
作
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
中
島
敦
は
虎
に
な
っ
た
李
徴
の
「
誰
か
に
こ
の
苦
し
み
が
分
っ
て
貰
え

な
い
か
」
と
い
う
孤
独
と
虎
の
外
観
に
人
間
の
心
を
持
つ
悲
し
さ
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
袁
傪
に
妻
子
の
こ
と
を
託
す
場
面
に
よ
っ
て
、
中
島
敦
は

道
徳
感
と
人
間
性
が
ま
た
残
っ
て
い
る
李
徴
を
造
型
し
た
が
、
そ
こ
に
は
李
徴
の
詩
へ
の
執
着
の
深
さ
が

表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

最
後
の
袁
傪
と
の
別
れ
の
場
面
で
、
中
島
敦
は
月
に
向
か
っ
て
吼
え
た
虎
の
姿
で
、
ま
さ
し
く
虎
に
な

っ
た
李
徴
の
悲
し
さ
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、
「
山
月
記
」
と
「
人
虎
伝
」
の
比
較
を
通
し
て
、「
山
月
記
」
の
魅
力
は
中
島
敦
が
見
事
に
自
分

自
身
を
李
徴
と
袁
傪
に
投
影
し
て
、
詩
人
李
徴
の
不
安
、
孤
独
を
感
じ
さ
せ
、
避
け
え
な
い
宿
命
で
の
悲

し
さ
を
造
型
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
読
者
に
大
き
な
共
感
を
与
え
た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
今
後
も
折
に
ふ
れ
、「
山
月
記
」
を
研
究
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日 

勝
又
浩 

『
中
島
敦
の
遍
歴
』 

筑
摩
書
房 

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
〇
日 

渡
邊
一
民 

『
中
島
敦
論
』 

み
す
ず
書
房 

二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
三
日 

佐
野
幹 

『「
山
月
記
」
は
な
ぜ
国
民
教
材
と
な
っ
た
の
か
』 

大
修
館
書
店 

二
〇
一
三
年
八
月 

 

《
雑
誌
掲
載
論
文
》 
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高
田
瑞
穗 

「
山
月
記
（
一
）」 

国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
五
巻
第
一
号 

学
灯
社 

一
九
五

九
年
一
二
月 

高
田
瑞
穗 
「
山
月
記
（
二
）」 

国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
五
巻
第
三
号 

学
灯
社 

一
九
六

〇
年
一
月 

高
田
瑞
穗 

「
山
月
記
（
三
）」 

国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
五
巻
第
四
号 

学
灯
社 

一
九
六

〇
年
二
月 

高
田
瑞
穗 

「
山
月
記
（
四
）」 
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究 

第
五
巻
第
五
号 

学
灯
社 

一
九
六

〇
年
三
月 

山
本
慶
子 

「
中
島
敦
小
論
―
―
山
月
記
を
中
心
と
し
て
」 

女
子
大
国
文
（
三
十
三
） 

京
都
女
子
大

学
国
文
学
会 

一
九
六
四
年
五
月 

槙
林
滉
二 

「
中
島
敦
の
世
界
」 

近
代
文
学
試
論
第
八
号 

広
島
大
学
文
学
部
国
文
研
究
近
代
文
学
研

究
会 

昭
和
四
十
五
年
八
月 

岩
田
一
男 

「「
山
月
記
」
雑
談
」 

言
語
文
化
（
七
） 

一
橋
大
学 

一
九
七
四
年
五
月 

 

上
尾
龍
介 

「
人
虎
傳
と
山
月
記
」 

中
国
文
学
論
集
四 

九
州
大
学
中
国
文
学
会 

一
九
七
四
年
五
月 

越
智
良
二 

「
中
島
敦
論
の
こ
こ
ろ
み
（
一
）
―
―
ひ
と
つ
の
心
象
風
景
を
廻
っ
て
―
―
」 

近
代
文
学

試
論
第
十
三
号 

広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会 

昭
和
四
十
九
年
十
月 

越
智
良
二 

「
中
島
敦
論
の
こ
こ
ろ
み
（
二
）
―
―
表
現
者
の
系
譜
を
廻
っ
て
―
―
」 

近
代
文
学
試
論

第
十
五
号 

広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月 

木
村
東
吉 

「「
山
月
記
」
成
立
期
考
」 

国
文
学
攷
（
八
十
二
） 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

一
九
七

九
年
六
月 

村
上
隆
彦 

「
李
徴
に
つ
い
て
―
―
中
島
敦
「
山
月
記
」
書
付
け
」 

親
和
国
文
（
十
五
） 

親
和
女
子

大
学
国
語
国
文
学
会 

一
九
八
〇
年
十
二
月 

片
岡
純
子 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
に
つ
い
て
」 

駒
沢
短
大
国
文
（
一
一
） 

駒
澤
大
学 

一
九
八
一

年
三
月 

山
本
周
子 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
考 

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
（
二
十
九
）」 

二
松
学
舎
大
学
人
文

学
会 

一
九
八
四
年 

奥
野
政
元 

「『
山
月
記
』
ノ
ー
ト
」 

活
水
日
文 

二
二 

活
水
女
子
大
学 

一
九
九
一
年
三
月 

佐
々
木
充 

「「
羅
生
門
」
か
ら
「
山
月
記
」
へ
」 

千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要. 

第
一
部 

千
葉
大

学 

一
九
九
二
年
二
月 

高
橋
龍
夫 

「
山
月
記
の
世
界
：
読
み
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
」 

人
文
科
教
育
研
究
（
二
十
二
） 

筑
波
大
学 

一
九
九
五
年
八
月 

神
谷
正
彦 

「「
山
月
記
」
お
ぼ
え
書
」 

弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
（
十
八
） 

弓
削
商
船
高
等
専
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門
学
校 

一
九
九
六
年
二
月 

河
内
信
宏 
「
中
島
敦
「
人
と
作
品
」」 

城
西
大
学
研
究
年
報
人
文
・
社
会
科
学
編
（
二
十 

城
西
大
学
） 

一
九
九
六
年
三
月 

西
原
千
博 

「『
山
月
記
』
試
解
： 

虎
の
魅
力
」 

語
学
文
学
（
三
十
六
） 

北
海
道
教
育
大
学 

一
九

九
八
年
三
月 

田
中
俊
弥 

「
文
学
教
材
「
山
月
記
」
に
関
す
る
授
業
研
究
ノ
ー
ト(

七)

」 
 

学
大
国
文
（
四
十
三 

大

阪
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
） 

二
〇
〇
〇
年
二
月 

中
村
良
衛 

「
李
徴
と
は
誰
か
―
―
『
山
月
記
』
私
論
―
―
」 

日
本
文
学
第
四
十
九
巻 

日
本
文
学
協

会 

二
〇
〇
〇
年
二
月 

柳
沢
浩
哉 

森
田
真
吾 

「『
山
月
記
』
の
修
辞
的
分
析
：「
臆
病
な
自
尊
心
と,

尊
大
な
羞
恥
心
」
の
修
辞

と
そ
の
狙
い
」 

人
文
科
教
育
研
究
（
二
十
七
） 
筑
波
大
学 

二
〇
〇
〇
年
八
月 

吉
村
久
夫 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
論
：「
欠
け
る
所
」
に
つ
い
て
の
考
察
」 

兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学

雑
志
（
十
三
） 

兵
庫
教
育
大
学 

二
〇
〇
二
年
二
月 

三
浦
吉
明 

「「
山
月
記
」
の
季
節
に
つ
い
て
」 

神
奈
川
大
学
人
文
学
会
誌
（
一
四
七
） 

神
奈
川
大
学 

二
〇
〇
二
年 

梶
田
隆
之 

「｢

山
月
記
」
論
考｣

 

津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
（
四
十
四
） 

津
山
工
業
高
等
専
門

学
校 

二
〇
〇
三
年
一
月 

柳
沢
浩
哉 

「『
山
月
記
』
の
五
つ
の
謎
―
―
撞
着
語
法
と
対
照
法
の
罠
」 

国
文
学
攷
（
一
九
七
） 

 

広

島
大
学
国
語
国
文
学
会
二
〇
〇
三
年
九
月 

閻
瑜 

「『
山
月
記
』
の
「
欠
け
る
所
」
か
ら
見
る
中
島
敦
文
学
の
変
貌 

：「
狼
疾
」
か
ら
「
述
而
不
作
」

へ
」 

大
妻
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
（
十
四
） 

大
妻
女
子
大
学 

二
〇
〇
四
年
三
月 

片
山
一
良 

吉
原
英
夫 

「
教
材
『
山
月
記
』
論
：
詩
の
伝
録
を
依
頼
す
る
李
徴
の
指
導
を
通
し
て
」 

北

海
道
教
育
大
学
紀
要
・
教
育
科
学
編
（
五
十
五
） 

北
海
道
教
育
大
学 

二
〇
〇
四
年
九
月 

松
井
茜 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
に
つ
い
て
」 

愛
知
大
学
国
文
学
第
四
十
五
号 

愛
知
大
学
国
文
学
会 

平
成
十
七
年
十
二
月 

小
澤
保
博 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
を
読
む
」 

琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要 

琉
球
大
学
教
育
学
部 

二

〇
〇
六
年
三
月 

永
井
博 

「
中
島
敦
に
お
け
る
〈
自
己
〉
へ
の
懐
疑
・
概
観
」 

四
日
市
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
一
号 

四

日
市
大
学 

二
〇
〇
七
年
九
月 

新
井
通
郎 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
の
世
界
」 

二
松
大
学
院
紀
要
二
十
二 

二
松
学
舎
大
学 

二
〇
〇

八
年 

橋
本
正
志 

「
中
島
敦
の
漢
詩
―
―
〈
家
学
〉
の
衰
頽
と
〈
不
遇
意
識
〉
の
か
た
ち
―
―
」 

論
究
日
本



49 

 

文
学
第
九
十
一
号 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

二
〇
〇
九
年
十
二
月 

西
谷
博
之 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
の
比
較
文
学
の
考
察 

緑
聖
文
化(

第
八
号 

標
宮
子
先
生
・
西
谷
博

之
先
生
・
井
上
伸
子
先
生
追
悼
号)

」 

緑
聖
文
化 

二
〇
一
〇
年
三
月 

橋
本
正
志 

「
中
島
敦
「
山
月
記
」
論 

：
唐
代
伝
奇
「
人
虎
伝
」
と
作
品
の
人
物
・
舞
台
設
定
を
視
座
と

し
て
」 

論
究
日
本
文
学
（
九
十
六
） 

立
命
館
大
学 

二
〇
一
二
年
五
月 

天
満
尚
仁 

「"

虚
数"

と
し
て
の
李
徴 

：
中
島
敦
「
山
月
記
」
論
」 

立
教
大
学
日
本
文
学
（
一
〇
八
） 

立
教
大
学 

二
〇
一
二
年
七
月 

 

《
辞
書
・
事
典
》 

久
松
潜
一
／
吉
田
精
一 

『
近
代
日
本
文
学
辞
典
』 

東
京
堂 

昭
和
二
十
九
年
五
月 

諸
橋
轍
次 

『
大
漢
和
辞
典
』
縮
写
版 

大
修
館
書
店 
昭
和
四
十
九
年
九
月 

北
原
保
雄
／
久
保
田
淳 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版 
小
学
館
株
式
会
社 

二
〇
〇
〇
年
一
二
月 


